


農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

波

速

尚

志

は

じ

め

に

近
世
の
農
村
に
お
い
て
は
'
そ
の
住
民
の
多
く
が
農
業
を
主
要
な
生
業
と
し
て
お
り
'
ま
た
農
業
は
耕
作
す
べ
き
土
地
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
､
近
世
村
落
共
同
体
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
は
､
村
民
と
土
地
と
の
関
係
の
在
り
方
の
解
明
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
｡
そ
し
て
､
近
世
の
生
産
力
段
階
に
お
い
て
は
､
｢家
｣
が
完
全
に
独
立
し
た
生
産
の
単
位
た
り
え
ず
'

村
落
共
同
体
を
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
い
た
以
上
､
村
民
と
土
地
と
の
関
係
は
単
に
個
々
の

｢家
｣
と
土
地
と
の
'
す
な
わ
ち
人
と
物
と

の
関
係
の
み
で
は
あ
り
え
ず
'
他
の

｢家
｣
や
さ
ら
に
は
村
落
共
同
体
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
､
さ
ら
に

は
｢家
｣
や
村
と
領
主
と
の
関
係
や
､
｢家
｣
や
村
と
他
村
と
の
関
係
､
す
な
わ
ち
地
域
社
会
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
｡
し
た

が
っ
て
､
人
と
土
地
と
の
関
係
の
解
明
は
'
近
世
の
生
産
関
係
'
階
級
関
係
'
社
会
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
｡

BEZE

と
こ
ろ
が
､
従
来
の
議
論
で
は
'
共
同
体
論
を
所
有
論
と
関
係
論
と
に
二
分
し
て
論
じ
る
場
合
が
ま
ま
み
ら
れ
た
｡

し
か
し
前
述
し
た

通
り
'
土
地
所
有
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
即
ち
村
落
共
同
体
に
お
け
る
人
間
関
係
'
社
会
関
係
を
論
じ
る
こ
と
な
の
で
あ
り
､
所
有
論

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
退
)

三一



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

三二

は
共
同
体
内
の
諸
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重
要
か
つ
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
段
な
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
所
有
論
と
関
係

論
と
を
区
分
し
て
両
者
の
優
劣
を
論
ず
る
よ
う
な
議
論
は
生
産
的
で
は
な
く
､
所
有
論
を
関
係
論
の
中
の
最
重
要
の
一
分
野
と
し
て
位
置

付
け
る
よ
う
な
'
両
者
の
有
機
的
な
相
互
関
係
の
認
識
こ
そ
が
必
要
で
あ
ろ
う
｡

(
2
)

私
は
､
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
'
こ
れ
ま
で
に
も
数
宗
の
論
文
を
発
表
し
て
き
た

｡

そ
こ
で
の
主
張
を

1
71IlI
で
い
え
ば
'
近
世
村

(3
)

落
に
お
い
て
は

｢村
の
土
地
は
村
の
も
の
｣
と
い
う
考
え
が
強
く
は
た
ら
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
､
そ
れ
を
私
は

｢間
接
的
共
同

所
持
｣
と
表
現
し
た
｡
す
な
わ
ち
､
耕
地
､
屋
敷
地
部
分
に
お
い
て
は
'
村
民
の
個
別
的
所
持
と
村
落
共
同
体
に
よ
る
間
接
的
共
同
所
持

と
が
表
裏

一
体
の
関
係
と
し
て
存
在
し
て
お
り
'
両
者
相
侯
っ
て
農
民
の
土
地
所
持
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
｡

本
稿
は
､
こ
う
し
た
点
を
受
け
て
'
質
流
れ
な
ど
の
形
で
の
他
村
へ
の
土
地
移
動
の
問
題
を
取
り
上
げ
て

｢家
｣
'
村
'
他
村
と
い
う

三
者
の
関
係
を
考
え
る
中
で
'
近
世
村
落
共
同
体
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

お

ゆ

み

第

〓
阜
南

生

実

相
の
場
合

第

一
節

農
村
荒
廃
か
ら
の
復
興
仕
法
の
制
定

本
章
で
は
'
下
総
国
千
葉
郡
南
生
実
村
を
対
象
に
検
討
を
行
い
た
い
｡
同
村
は
､
生
実
藩
領
に
属
し
､
村
高
は
元
禄
期
九
七
五
石
余
'

天
保
期

一
〇
二
七
石
余
で
あ
っ
た
｡
ま
ず
､
文
化

一
三

(
一
八

一
六
)
年

一
一
月
に
作
成
さ
れ
た
次
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
｡

(4
)

史
料
-

永
代
取
極
申
印
証
之
事

一

南
生
実
村
之
儀
は
先
年
よ
り
遥
々
困
窮
仕
御
田
地
も
多
分
越
石
二
相
成
潰
百
姓
相
増
次
第
二
人
少
農
業
手
当
茂
不
行
届
御
上
納
は



勿
論
御
通
御
用
御
役
所
御
用
諸
人
馬
二
指
支
困
窮
斗
相
募
極
難
儀
二
付
先
名
主
嘉
左
衛
門
よ
り
茂
村
方
行
立
之
儀
精
々
其
元
様
江
御

報
申
候
得
共
凡
不
成
事
故
御
考
而
巳
ll而
是
迄
御
延
罷
在
候
所
近
年
二
至
り
追
々
増
長
い
た
し
村
高
之
内
宜
敷
地
面
三
百
七
拾
石
余

越
石
と
相
成
候
右
一l准
万
事
共
二

村
必
至
と
難
渋
二
付
又
々
此
度
其
元
様
御
工
夫
之
上
村
方
相
続
相
成
候
様
何
れ
共
御
考
弁
之
筋

御
頼
申
候
所
村
向
難
渋
之
儀
は
眼
前
無
相
違
甚
歎
敷
御
察
披
下
村
方
相
続
助
成
二
御
基
附
猶
又
御
親
父
篠
崎
弥
五
左
衛
門
殿
御
家
名

永
々
御
相
続
披
恩
召
候
而
左
之
趣
御
考
合
之
上
御
中
聞
被
下
誠
以
村
方

一
同
厚
恭
奉
存
候
事

一

右
二
付
而
正
金
百
五
拾
六
両
此
度
村
方

一
同
江
御
渡
披
下
値
請
取
申
候

右
金
子
を
以
村
方
二
而
宜
敷
田
地
相
求
可
申
候
事

1

金
四
拾
四
両
は
当
村
分
之
地
面
前
々
よ
り
其
元
様
御
持
伝
候
田
地
証
文
六
本
添
此
度
村
方
江
御
渡
披
下
恒
三
詩
取
申
候
事

右
弐
ヶ
条
高
台
惣
様
之
地
面
向
後
持
主
は
其
元
様
と
当
村
と
永
代
惣
持
こ
い
た
し
置
以
来
当
村
二
而
万
端
致
世
話
以
後
双
方
二
何
様

之
指
支
出
釆
候
共
右
田
地
質
入
井
譲
渡
借
用
書
等
二
堅
致
間
敷
候
尤
字
反
別
入
附
等
之
次
第
ハ
別
紙
帳
面
二
相
認
御
渡
可
申
候
事

l

右
田
畑
徳
米
之
内
.t而
米
式
拾
俵
宛
納
米
通
tt仕
立
御
親
父
篠
崎
弥
五
左
衛
門
殿
御
家
名
永
々
為
相
続
料
年
々
十

1
月
廿
日
限
共

元
様
江
堅
附
送
御
波
可
申
候
以
後
何
様
之
凶
年
有
之
候
共
誠
ll厚
さ
恩
分
之
事
故

1
村
に
て
何
れ
共
仕
御
不
実
之
取
斗
ひ
致
間
数
候

事

マ
マ

l

右
田
畑
徳
米
を
以
年
々
村
方
冶
棟
引
越
し
不
依
何
事
村
方
相
続
相
成
候
様

一
同
申
談
之
上
取
斗
可
申
候
尤
右
田
地
御
年
貢
諸
懸
り

徳
米
請
弘
之
勘
定

1
同
立
合
相
改
致
連
印
年
々
其
元
様
江
差
出
可
申
候
勘
定
向
遅
滞
致
間
数
候
右
は
村
方
起
立
之
大
願
二
候
得
は
右

地
面

一
同
大
切
に
い
た
し
手
厚
世
話
可
致
候
且
小
作
方
と
て
も

一
同
出
情
作
り
立
出
来
方
に
卿
之
儀
を
彼
是
不
申
候
様
可
致
候
事

1

正
金
百
両
也
右
は
村
内
限
り
融
通
金
と
し
て
永
々
御
貸
右
之
金
子
此
度

一
同
江
御
渡
披
下
値
講
取
申
候
尤
右
利
足
之
儀
は
金
百
両

二
付
壱
ケ
年
金
七
両
弐
分
と
相
極
右
利
足
之
内
金
五
両
宛
は
年
々
霜
月
廿
日
限
御
親
輪
中
御
立
合
tt而
御
娘
女
お
千
賀
殿
江
無
相
違

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
退
)
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云

御
渡
可
申
候
残
金
弐
両
弐
分
宛
は
拾
ヶ
年
之
間
年
々
之
分
村
方
江
無
利
足
二
而
御
預
ケ
置
融
通
為
致
被
下
拾
ケ
年
目
霜
月
申
右
衛
預

ケ
之
利
金
弐
拾
五
両
を
脚
無
不
実
御
渡
可
申
候
右
金
子
は
村
方
相
続
起
立
之
事
故

1
同
申
合
致
太
切
村
方
融
通
利
足
之
儀
は
金
弐
拾

両
二
付
壱
ヶ
月
壱
分
と
相
定
こ
や
し
金
を
第

一
と
い
た
し
其
外
無
拠
入
用
出
来
指
支
及
難
儀
候
も
の
共
親
類
組
合
隣
家
之
者
相
談
之

上

一
同
披
相
願
候
ハ
ゝ

其
実
否
を
と
-
と
相
礼
候
上
当
人
之
身
分
に
応
し
右
願
人
共
引
請
と
い
た
し
堅
印
証
取
置
用
立
通
し
可
申
候

且
村
内
利
足
金
余
計
二
相
成
候
分
ハ
年
々
積
金
と
い
た
し
置
村
内
為
致
融
通
拾
ケ
年
目
二
は

一
同
取
揃
候
上
村
内

一
同
打
等
と
く
と

相
談
之
上
村
為
に
相
成
候
様
取
斗
ひ
可
申
候
依
之
融
通
元
金
利
金
積
金
等
之
仕
訳
諸
勘
定
帳
面
江
致
連
印
年
々
其
元
様
江
指
出
可
申

候
事
右
之
通
村
方
行
立
之
儀
厚
御
勘
弁
披
下
候
上
ハ
何
分
二
茂
村
中
出
情
万
端
御
用
向
無
滞
様
相
励
可
申
候
尤
其
元
様
子
々
孫
々
こ
い
た

り
至
極
之
御
難
渋
茂
在
之
ハ
当
村
方
よ
り
実
意
を
は
ら
ひ
厚
御
世
話
可
致
候
自
然
御
子
孫
之
内
御
不
心
得
之
義
有
之
御
仁
御
座
候
而

其
節
之
御
難
渋
二
逼
り
如
是
御
相
談
之
上
取
堅
候
重
儀
を
印
書
等
披
指
戻
金
子
を
請
取
可
致
手
切
被
申
候
欺
又
は
外
々
江
金
子
之
代

質
入
譲
渡
等
披
申
談
候
共
此
議
定
を
相
立
可
申
候
其
上
二
茂
強
而
披
申
開
候
共
承
引
之
儀
は
堅
致
間
敷
候
其
節
之
事
品
に
よ
り
惣
御

親
類
中
江
茂
村
方
よ
り
打
込
及
御
相
談
何
れ
三
成
と
も
御
家
名
御
相
続
第

一
二
取
斗
可
申
候
後
年
二
至
村
方
二
而
も
村
長
之
者
共
茂

心
得
悪
敷
御
子
孫
之
内
二
而
茂
御
心
得
不
宜
同
気
相
求
小
前
方
を
取
掠
双
方
此
取
極
を
相
破
候
程
茂
難
斗
儀
二
付
其
節
取
防
之
た
め

此
節
之
名
主
組
頭
之
子
孫
永
々
改
之
役
人
と
い
た
し
置
外
々
如
何
様
馴
合
邪
儀
有
之
共
右
之
者
共
ェ
而
取
防
仕
釆
を
相
立
廉
直
二
可

致
世
話
候
然
上
は
右
之
子
孫
之
内
万

一
家
名
相
立
兼
候
時
節
も
在
之
は

一
村
と
し
て
厚
世
話
い
た
し
可
通
候
右
は
其
元
様
こ
も
年
来

従

御
上
様
茂
美
太
之
披
奉
蒙

御
厚
恩
候
得
は
御
役
儀
之
冥
加
に
も
と
の
御
心
得
殊
二
は
当
村
之
儀
は
農
業
渡
世
之
外
別
二
助

成
之
筋
も
無
之
土
地
柄
故
往
々
共
難
儀
之
程
御
察
被
下
候
上
永
代
助
成
御
基
附
此
度
村
方
相
続
之
儀
後
々
末
々
迄
恩
召
誠
二
厚
さ
御

世
話
披
成
披
下
候
之
段

1
同
は
勿
論
後
年
二
重
候
者
共
迄
不
残
恭
奉
存
右
御
実
意
深
さ
事

一
同
は
不
及
申
後
年
二
至
候
者
共
も
ひ
と



し
く
得
と
相
弁
ひ
御
家
名
永
々
御
相
続
厚
致
御
世
話
御
子
孫
江
対
し
耶
不
実
等
閑
之
振
廻
堅
致
間
数
候
且
は
御
村
方
江
も
互
二
親
睦

可
致
候
依
之

一
同
連
印
之
証
文
指
出
申
所
相
違
無
御
座
候
猶
又
前
書
之
通
相
認
其
元
様
始

一
同
致
連
印
当
村
方
江
壱
通
改
役
惣
人
数

江
壱
通
相
渡
申
所
是
又
相
違
無
御
座
候
尤
改
役
之
印
証
は
以
来
名
主
小
兵
衛
方
に
て
預
り
置
此
己
後
定
日
を
極
年
々
宿
ハ
順
番
二
致

世
話
右
人
数
打
寄
夏
中
書
面
江
致
風
入
相
改
置
可
申
候
為
後
証
の
如
件

文
化
十
三
丙
子
年
十

1
月

南
生
実
村
吉

兵

衛
印

(以
下
百
姓
65
名
'
百
姓
代
6
名

組
頭
10
名
連
名
略
)

名
主
小

兵

荷
印

篠
崎
弥
兵
衛
殿

右
之
通
取
極
候
二
相
遵
無
御
座
候
其
御
村
方
起
立
之
儀
無
怠
慢
御
出
情
専

一
二
御
座
候

且
又
拙
者
方
江
御
取
引
之
儀
茂

一
同
御
疎
意

被
下
問
敷
候

篠
崎
弥
兵
衛
印

右
前
書
取
極
之
条
々
お
役
所
茂
承
之
置
候
永
々
無
相
違
急
度
可
相
守
若
取
崩
儀
於
育

之
は
居
村
之
も
の
と
も
不
時
二
付
其
節
可
及
沙
汰
候
依
之
令
奥
書
も
の
也

文
化
十
三
丙
子
年
十

一
月

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

内

海

此
右
衛
門
印

大

橋

又

兵

循
印

蓋
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ノヽ

尾

崎

太
郎
兵
衛
印

史
料
I
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
'
以
下
の
諸
点
で
あ
る
｡
当
時
南
生
実
村
は
農
村
荒
廃
状
況
下
に
あ
り
'
他
村
か
ら
の
越
石
が
増
加
し
､

ま
た
潰
百
姓
の
増
加
に
よ
っ
て
人
口
が
減
少
し
農
業
経
営
が
困
難
と
な
り
､
そ
の
結
果
年
貢
上
納
や
御
用
人
馬
の
差
し
出
し
に
差
し
支
え

る
有
り
様
に
な
っ
て
い
た
｡
そ
し
て
近
年
に
至
っ
て
困
窮
は
さ
ら
に
進
み
､
村
高
の
内

｢宜
敷
地
面
｣
三
七
〇
石
余

(元
禄
期
村
高
の
三

七

･
九
%
､
天
保
期
の
三
六
･
〇
%
に
相
当
す
る
)
が
越
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
｡
そ
こ
で
､
村
方
か
ら
､
生
実
藩
領
の
剖
元
名
主
を
勤

め
る
隣
村
北
生
実
村
の
篠
崎
弥
兵
衛
に
村
方
相
続
の
仕
法
に
つ
い
て
相
談
し
､
そ
の
結
果
次
の
よ
う
な
仕
法
が
取
り
汲
め
ら
れ
た
o
篠
崎

家
が
金
三
〇
〇
両
を
南
生
実
村
に
提
供
し
､
そ
の
内
①

一
五
六
両
で

｢村
方

一
同
｣
と
し
て
村
内
に
お
い
て
｢宜
敷
田
地
｣

(越
石
に
な
っ

て
い
る
田
地
が
中
心
で
あ
ろ
う
)
を
購
入
す
る
｡
②
四
四
両
に
つ
い
て
は
､
篠
崎
弥
兵
衛
が
南
生
実
村
に
所
持
し
て
い
た
田
地
の
内
四
四

両
相
当
分
の
土
地
を
村
方
に
渡
す
｡
③

一
〇
〇
両
は
村
の
復
興
の
た
め
村
内
限
り
の
融
通
金
と
し
て
村
民
に
貸
与
す
る
｡
利
率
は
年

一
五

%
と
L
t
借
用
目
的
は
肥
料
代
を
第

一
と
す
る
｡
利
息
の
内
余
っ
た
分
は
年
々
積
み
立
て
､
十
年
目
に
村
内

一
同
相
談
の
上
'
村
の
た
め

に
な
る
よ
う
使
途
を
決
め
る
｡
村
方
か
ら
弥
兵
衛
に
払
う
利
息
は
年
七
両
二
分

(年
利
七

･
五
%
)
と
し
､
そ
の
内
五
両
は
毎
年
弥
兵
衛

の
娘
千
賀
へ
渡
す
｡
浅
り
二
両
二
分
は
'
十
年
間
毎
年
の
分
を
無
利
息
で
村
方
が
預
か
り
'
そ
れ
を
他
へ
貸
付
け
'
十
年
後
に
二
五
両
を

弥
兵
衛
に
返
済
す
る
｡

そ
し
て
'
①
'
②
に
よ
っ
て
入
手
し
た
地
面
は
弥
兵
衛
と
南
生
実
村
と
で

｢永
代
惣
持
｣
と
し
､
土
地
の
管
理
は
南
生
実
村
で
行
い
'

質
入
れ
･
譲
渡
な
ど
は
決
し
て
し
な
い
｡
こ
の
土
地
は
小
作
に
出
し
'
徳
米
の
内
二
〇
俵
は
弥
兵
衛
の
父
篠
崎
弥
五
左
衛
門
の
家
名
永
々

相
続
料
と
し
て
毎
年

二

月
二
〇
日
限
り
弥
兵
衛
に
渡
す
｡
残
り
の
徳
米
は
潰
百
姓
再
興
な
ど
村
方
の
復
興
に
役
立
つ
よ
う
に
村
方

一
同

相
談
の
上
で
使
う
｡
こ
の
田
地
に
関
す
る
勘
定
は
村
方

一
同
が
立
ち
会
っ
て
改
め
'
連
印
の
上
毎
年
弥
兵
衛
へ
差
し
出
す
｡
こ
の
田
地
は

村
方

一
同
で
大
切
に
し
手
厚
く
世
話
を
し
て
'
小
作
人
も
精
を
出
し
て
耕
作
す
る
｡
後
年
に
至
り
'
篠
崎
家
と
村
役
人
が
結
託
し
て
こ
の



取
り
決
め
を
破
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
'
そ
の
防
止
の
た
め
今
の
名
主
'
組
頭
の
子
孫
を
永
-

｢改
之
役
人
｣
と
す
る
｡

以
上
が
史
料
I
の
大
略
の
文
意
で
あ
る
が
'
史
料
I
に
は
名
主
'
組
頭

一
〇
人
'
百
姓
代
六
人
'
百
姓
六
六
人
が
連
印
し
て
お
り
､
こ

の
史
料
が
村
民
の
総
意
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
生
実
藩
役
人
三
人
の
奥
書
が
あ
り
'
藩
も
こ
れ
を
公
認
し
て
い
た
｡

そ
し
て
､
史
料
I
を
う
け
て
'
翌
文
化

一
四
年
二
月
に
村
方
の

｢
一
統
相
談
得
心
之
上
｣

一
二

〇
か
条
に
及
ぶ
長
文
の
村
法
が
作
ら
れ

た
｡
こ
の
村
法
は
'
村
役
人
の
職
務
分
担
か
ら
村
民
の
生
産
と
生
活
に
ま
で
わ
た
る
広
範
か
つ
詳
細
な
も
の
で
あ
る
が
､
そ
の
う
ち
先
に

み
た
村
方
復
興
仕
法
に
関
わ
る
条
文
を
以
下
に
抄
出
す
る
｡

′

(5
)

史
料
2
(冊

･
表紙)
文化十
四
丁
丑
年
二
月

永

代取極
議
定
書

＼

南
生
実
村

永

代
村
法
議
定
之
事

(第

一
粂
)

1

当
南
生
実
村
之
義
は
五
拾
年
以
来
村
内
至
而
致
困
窮
家
数
人
数
減
少
二
付
田
畑
仕
作
人
馬
諸
役
之
勤
方
等
二
村
方
甚
発
渋
い
た
し

近
村
江
譲
渡
置
候
田
畑
高
凡
三
百
七
拾
余
石
其
上
又
々
近
年
冶
棟
多
ク
相
成
残
高
五
首
余
石
依
之
高
前
之
百
姓
は
田
畑
入
附
二
年
々

致
難
義
尤
近
年
隣
村
下
作
人
有
之
故
田
方
ハ
下
作
人
茂
大
方
は
有
之
候
得
共
畑
方
之
儀
は
入
附
二
一
統
致
難
義
奉
公
人
抱
作
候
こ
も

金
銀
不
適
用
故
給
金
二
差
支
田
畑
譲
渡
侯
二
茂
居
村
他
村
共
二
相
手
無
之
月
々
之
日
雇
江
い
た
し
田
畑
致
仕
作
候
二
茂
日
雇
人
無
之
高

持
小
前
之
百
姓
共
金
銀
通
用

一
切
無
之
二
付
物
之
揚
ケ
下
ケ
ニ
而
多
分
之
損
失
い
た
し
万
端
跡
引
二
相
成
此
度
渡
世
家
光
難
行
届
キ

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

壱



史
料
館
研
究
紀
要

第
二

言
7

111(

(共
)

小
前
之
百
姓
は
年
々
二
浪
高
前
之
百
姓
は
次
第
二
致
困
窮
右
之
振
合
二
而
は
大
小
之
百
姓

一
統

友

潰

之
時
節
二
相
成
村
役
人
共
何
共

取
斗
方
茂

一
切
無
之
甚
歎
ケ
敷
村
柄
二
付
去
子
年
割
元
篠
崎
弥
兵
衛
殿
先
名
主
嘉
左
衛
門
勤
役
中
願
之
趣
意
猶
又
御
亡
父
篠
崎
弥
五

スタ

左
衛
門
殿
御
家
苗
御
相
続
之
義
披
思
召
附
南
生
実
村
為
メ
御
株
ヒ
格
別
之
御
実
意
以
御
勘
弁
ヲ
一
村
立
行
之
御
工
夫
以
御
厚
情
当
村

所
持
二
而
御
持
伝
之
田
畑
相
添
御
考
合
之
上
御
意
金
都
合
三
百
両
頂
戴
仕
誠
二
一
統
難
有
仕
合
二
奉
存
候
然
上
は
右
田
畑
金
子
之
義

(拘
)

は
格
別
御
恩
深
キ
御
意
広
太
之
金
子
二
御
座
候
得
は
以
来
村
役
人
共
取
斗
方
二
而

1
村
興
廃
之
善
悪
二
抱

ル

綱
領
二
付

1
統
相
談
得
心

之
上
定
置
処
村
法
左
之
通

(中
略
)
御
恵
役
金
貸
附
之
事

(第
二
〇
粂
)

1

自
今
以
後
潰
棟
取
立
候
事
右
潰
棟
取
立
皮
候
者
は
先
親
類
近
所
組
合

1
統
江
申
談

1
同
相
談
得
心
之
上
其
段
組
頭
江
願
出
訳
合
相

礼
名
主
江
伺
之
上
差
図
を
請
名
主
江
願
出
候
ハ
～

諸
役
人

1
同
相
談
得
心
之
上
当
人
之
実
意
相
違
於
無
之
は
家
作
扶
食
農
具
為
代
と

金
壱
両

方
五
両
高
二
入
用
程
御
役
金
貸
シ
道
シ
漬
棟
為
取
立
可
申
事
返
済
之
義
は
無
利
足
二
而
拾
ケ
年
賦
二
可
相
納
候
事

(第
二
一
条
)

十タカイ

1

自
今
以
後
其
年
々
不
慮
之
災
難
又
は
病
難
欺
其
外
正
直
成
共
老
人
子
供
之
厄
介
多
ク
諸
人
之
日
工
立
難
渋
二
而
渡
世
難
立
行
所
其

金
子
有
之
時
は
家
内
披
取
続
其
家
之
急
度
為
二
相
成
事
相
違
無
之
趣
親
類
近
所
組
合

1
同
相
談
得
心
之
上
願
出
候
ハ
ゝ

右
墳
棟
取
立

之
以
振
合
ヲ
御
役
金
貸
遣
シ
相
助
可
申
事
尤
是
は
小
高
鹿
田
畑
持
無
高
之
百
姓
二
而
手
当
金

一
切
無
之
者
侯
事
然
共
御
意
金
拝
借
致

シ
却
而
其
家
之
難
儀
二
相
成
其
家
其
人
之
為
二
不
相
成
事
こ
お
ゐ
て
ハ
其
者
何
ケ
様
之
難
渋
有
之
候
共
御
役
金

1
切
貸
シ
遣
シ
中
間

敷
候
事



但
し
金
壱
両

方
三
両
高
二
貸
退
シ
無
利
足
二
而
五
ケ
年
賦
二
可
相
納
候
事

(第
二
二
条
)

1

自
今
以
後
五
石
目
以
上
之
百
姓
不
依
大
小
二
至
而
難
渋
之
趣
親
根
近
所
組
合

1
同
相
談
得
心
之
上
願
出
候
ハ
ゝ
右
村
定
法
之
通
米

弐
斗
徳
二
而
当
人
持
高
程
五
石
目
は
五
両
百
石
は
百
両
之
田
畑
買
取
置
村
分
二
致
高
入
置
上
納
諸
役
出
銭
を
引
其
年
々
之
地
徳
払
米

二
致
シ
諸
役
人
立
会
二
而
致
勘
定
元
金
分
年
々
二
相
済
候
ハ
～

右
田
畑
不
残
返
シ
退
シ
其
家
相
続
可
為
致
事
尤
右
田
畑
不
残
返
り
候

▲ル

迄
ハ
其
家
厳
敷
為
致
逼
塞
村
内
は
勿
論
他
之
親
類
二
重
迄
諸
仁
儀
之
取
退

1
切
為
相
止
メ
村
役
等
迄
赦
シ
退
シ
家
業
而
巳
家
内
之
者

二
為
相
励
尤
逼
塞
中
は
休
百
姓
一l相
成
奉
公
致
シ
候
共
何
レ
家
業
之
事
は
当
人
之
可
為
勝
手
事
猶
又
諸
役
人
は
難
渋
之
時
は
右
振
合

二
為
致
休
役
何
レ
共
其
家
取
立
遥
シ
村
内

一
統
家
々
相
続
い
た
し
候
様
二
助
合
専

一
二
候
事

(第
二
三
条
)

1

自
今
以
後
他
村
江
譲
渡
置
候
田
畑
請
返
ス
事
右
他
村
江
譲
渡
置
候
田
畑
年
明
二
付
請
返
度
者
廠
出
候

ハ
ゝ

金
五
両
高
ll無
利
足
二

御
役
金
貸
退
シ
為
請
返
為
致
所
持
置
入
口
米
之
義
は
不
残
蔵
前
江
引
取
置
払
米
二
致
シ
年
々
暮
々
二
米
代
金
諸
役
人
立
会
二
而
勘
定

い
た
し
退
シ
元
金
相
済
次
第
入
口
米
相
返
し
其
者
之
田
畑
It致
退
シ
可
申
候
尤
流
地
之
田
畑
二
而
茂
本
西
之
地
面
地
主

古
致
無
心
得

心
二
候
ハ
～

右
振
合
二
而
為
詩
返
可
申
事
若
金
高
五
両

古
以
上
之
代
金
二
俣
ハ
ゝ

余
金
之
義
は
金
壱
両
二
付
壱
ヶ
月
銀
七
分
五
厘
之

利
足
二
而
本
金
貸
退
シ
為
請
返
可
申
候
事

(中
略
)

(第
三
〇
条
)

1

右
村
定
法
通
金
壱
両
二
付
米
弐
斗
徳
之
割
合
Lt而
六
拾
壱
ケ
年
賦
二
無
拠
者
之
田
畑
御
恵
金
工
而
村
分
二
譲
置
候
得
共
其
年

古
拾
三

ケ
年
目
之
暮
二
は
半
金
出
来
候
ハ
～

田
畑
返
シ
退
シ
可
申
事
猶
又
廿
五
ケ
年
目
二
は
本
金
無
金
工
而
無
相
違
返
シ
退
シ
可
申
串

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
追
)

三
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

(中
略
)

(第

一
二
〇
条
)

一

自
今
以
後
毎
年
二
月
朔
日
ヲ
定
例
と
相
定
村

一
統
無
不
参
会
合
致
シ
右
村
法
議
定
之
条
々

一
々
為
読
聞
文
化
十
四
丁
丑
年
二
月
相

定
候
村
法
議
定
之
通

1
同
無
相
違
急
度
可
相
守
趣
村

1
統

古
請
書
印
形
取
之
可
申
事
尤
名
主
組
頭
諸
役
人
こ
お
ゐ
て
も
可
令
奥
書
印

形
事
右
之
条
々
此
度

一
村
為
取
建
之
格
別
之
御
実
意
以
恩
召
御
定
被
成
皮
之
趣
村
方
江
御
相
談
御
座
候
二
付
村
方
大
小

一
統
中
台
相
談
仕

(脂
)

右
数
ヶ
条
之
趣

l
々
悦
腹
仕
大
小
百
姓
小
前
末
々
二
至
迄

1
同
難
有
承
知
仕
候
依
之
早
速
御
請
申
上
候
処
右
条
々
永
代
村
法
議
定
仕

所
少
茂
相
違
無
御
座
候
然
上
は
自
今
以
後
私
共
義
は
不
及
申
上
三
緒
々
家
内
老
若
男
女
子
供
二
至
迄
無
相
違
儀
定
村
法
急
皮
為
相
守

衛
上
様
御
法
度
之
義
は
不
及
中
上
二
渡
世
家
業
第

二
l相
励
親
子
兄
弟
夫
婦
親
類
近
所
組
合
村
方

一
統
睦
敷
相
交
り
不
法
不
時

我
倍
邪
慾
無
理
悲
道
成
事

1
切
仕
間
敷
候
若
右
肺
之
者
有
之
候
ハ
～
以
実
意
ヲ
朝
夕
共
異
見
差
加
江
大
小
百
性
村
方

1
同
上
下
睦
敷

和
合
致
シ
老
若
男
女
心
能
渡
世
家
業
ヲ
楽
-
過
合
仕
候
様
朝
夕
共

一
同
可
中
台
候
若
違
背
者
御
座
候
ハ
～
其
時
何
ケ
様
之
重
キ
細
谷

メ
披

仰
付
候
共

三
一日之
御
恨
中
上
間
数
候
為
其
議
定
村
法
請
書
証
文
連
印
の
而
如
件

吉

兵

衛
⑳

(以
下
65
名
連
印
略
)

百
性
代
藤

左

衛

門
◎

同

新 武

左 右

衛 衛

門 門
⑳⑳



文
化
十
四
丁
丑
年
二
月
名
主小
兵
衛
殿

惣
組
頭
衆

中

右
前
書
之
通
り
此
度
組
頭
平
左
衛
門
発
言
之
条

々
一同
承
知
致
シ
相
談
得
心

之上
一
決
こて議
定
所
相
違
無
之
候
道
理
相
違
之
義
茂

有
之
ハ
了
簡
之
不
及
所
也
然
上
は
右
議
定
之
条

々
無相
違
相
守

1
条
茂
変
法

致
シ
私

之致取斗
候
者
有
之
は
雄
為
名
主
組
頭
之
諸
役

人
村
方
大
小
百
性
は
不
及
中
二
小
前
壱
人
工
披
申

立候
共

〓
昌
之
申
訳
有
之

間
数候
の而奥
書

令
達
印
処
如
件
名
主
小

兵

衛
⑳

組
頭
文

右

衛

門
⑳

彦

右

衛

門
⑳

五
郎
左
衛
門
⑳

平

左

衛

門
⑳

太
郎
右
衛

門
◎

庄

五

郎
◎

彦

左

衛

門
◎

平

六
◎

太

左

衛

門
◎

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

室亘



史
料
館
研
究
紀
要

第
二

一
号

喜

右

衛

門
⑳

添
役
治

右

衛

門
⑳

善

右

衛

門
⑳

ま
ず
'
第

一
条
で
は
'
五
〇
年
来
の
南
生
実
村
の
窮
状
が
述
べ
ら
れ
'
大
小
の
百
姓
と
も
に
困
窮
し
て
お
り
､
村
役
人
に
も
打
つ
手
が

な
く
'
や
む
な
-
篠
崎
弥
兵
衛
か
ら
三
〇
〇
両
の
援
助
を
受
け
､
そ
れ
を
う
け
て
こ
の
村
法
を
定
め
る
と
し
て
い
る
｡
第
二
〇
条
で
は
､

潰
株
を
再
興
し
た
い
者
に
は

｢家
作
扶
食
農
具
｣
の
代
金
と
し
て
一
～
五
両
を
無
利
息

一
〇
か
年
賦
で
御
意
役
金

(弥
兵
衛
の
拠
出
金
)

の
内
か
ら
貸
与
す
る
こ
と
と
さ
れ
'
第
二
1
条
で
は

｢小
高
鹿
田
畑
持
無
高
之
百
姓
｣
で
困
窮
の
者
に
も

1-
三
両
を
無
利
息
五
か
年
賦
(6
)

で
貸
与
す
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
第
二
二
条
で
は
､
五
石
以
上
の
土
地
を
所
持
し
て
い
る
困
窮
者
に
は
'
村
定
法
の
通
り

｢米
式
斗
徳
｣
の

条
件
で
'
所
持
石
高
五
石
の
者
か
ら
は
五
両
分
'

1
0
0
石
の
者
か
ら
は

1
0
0
両
分
の
田
畑
を
村
が
買
取
っ
て
村
持
地
と
L
t
そ
こ
か

ら
の
収
穫
米
の
内
年
貢
諸
役
等
を
差
し
引
い
た
残
り
を
売
却
し
'
そ
の
代
金
が
何
年
か
し
て
合
計
で
元
金
分
に
達
し
た
な
ら
ば
､
田
畑
を

残
ら
ず
元
の
持
主
に
返
す
'
元
の
持
主
に
対
し
て
は
､
そ
の
手
に
田
畑
が
戻
る
ま
で
は
他
家
と
の
付
き
合
い
も
厳
し
-
制
限
し
'
村
役
も

免
除
し
て
家
業
に
精
励
さ
せ
る
､
ま
た
村
役
人
が
困
窮
し
た
時
に
は
休
役
さ
せ
t
と
に
か
-
潰
れ
家
を
防
ぐ
為
に
村
内

一
統
が
助
け
合
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
条
文
に
よ
れ
ば
'
村
民
が
村
に
土
地
を
売
っ
た
場
合
'
そ
の
土
地
か
ら
の
年
々
の
徳
米
代
金
が
合
わ
せ
て
元

金
分
に
通
し
た
時
点
で
､
元
金
を
返
済
す
る
こ
と
な
し
に
'
村
か
ら
元
の
持
主
に
土
地
が
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
'
村
民
の
土
地

喪
失
を
防
ぐ
た
め
の
村
の
配
慮
が
み
て
と
れ
る
｡
第
二
三
条
で
は
'
他
村
の
者
に
田
畑
を
質
入
れ
し
年
期
が
明
け
て
請
返
し
た
い
者
に
は
'

願
い
出
れ
ば
御
意
役
金
の
内
か
ら
五
両
を
無
利
息
で
貸
与
し
て
請
返
さ
せ
'
以
後
そ
の
土
地
か
ら
の
小
作
米
は
残
ら
ず

｢蔵
前
｣
へ
引
取
っ

(7
)
て
換
金
し
､
何
年
か
し
て
そ
の
額
の
合
計
が
元
金
に
達
し
た
な
ら
ば
'
そ
の
者
に
元
の
と
お
り
土
地
の
所
持
権
を
戻
す
､
ま
た
既
に
流
地



に
な
っ
た
田
畑
で
も
'
元
の
所
持
者
が
現
所
持
者
と
交
渉
し
双
方
納
得
の
上
な
ら
ば
'
質
地
の
場
合
と
同
様
の
方
法
で
請
返
さ
せ
る
｡
も

し
返
済
す
べ
き
金
額
が
五
両
以
上
の
場
合
に
は
'
五
両
以
上
の
分
に
つ
い
て
は
金

一
両
に
つ
き
月
に
銀
七
分
五
厘
の
利
息

(
1
両
-
六
〇

匁
と
し
て
年
利

一
五
%
)
を
つ
け
て
村
か
ら
金
を
貸
与
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
も
前
条
と
同
様
村
民
の
没
落
防
止
の
た
め
に
'

村
民
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
第
三
〇
条
で
は
'
村
定
法
通
り
t
や
む
を
得
ず
金
が
必
要
な
者
に
は
村
が
金
を
貸
し
'

金

一
両
に
つ
き

｢米
弐
斗
徳
｣
の
割
合
で
六

一
年
賦
に
田
畑
を
村
方
に
質
に
取
る
け
れ
ど
も
､
そ
の
年
か
ら

一
三
年
目
の
碁
に
元
金
の
半

額
を
返
済
す
れ
ば
田
畑
を
返
す
､
ま
た
二
五
年
目
に
は
元
金
を
返
済
し
な
く
て
も
田
畑
を
返
す
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
質
地
か
ら
の

小
作
料
が

二
二
年
間
で
元
金
の
半
額
に
相
当
し
､
二
五
年
で
元
金
の
全
額
に
相
当
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡
第
三
〇
条
と

第
二
二
条
と
は
共
通
す
る
点
も
あ
る
が
異
な
る
点
も
あ
り
'
両
者
の
関
係
は
若
干
唆
昧
で
あ
る
が
'
ど
ち
ら
も
村
が
村
民
救
済
の
た
め
に

金
を
出
し
'
そ
の
代
わ
り
村
民
の
土
地
を

一
定
期
間
村
が
管
理
す
る
と
い
う
根
本
の
趣
旨
に
お
い
て
は

一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
そ

し
て
､
第

一
二
〇
条
で
は
'
以
後
毎
年
二
月

一
日
に
村

1
続
が
参
会
し
て
'
村
役
人
が
こ
の
村
法
を
読
み
聞
か
せ
､
村

一
統
か
ら
こ
の
村

法
を
遵
守
す
る
旨
の
請
印
を
取
り
'
村
役
人
が
奥
書
印
形
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
｡

史
料
1
㌧
2
で
定
め
ら
れ
た
内
容
が
現
実
に
実
行
さ
れ
た
例
証
と
し
て
は
､
次
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
文
化

二
二
年

一
二
月
に
南
生

実
村
の
庄
七
が
当
年
の
年
貢
上
納
に
差
し
詰
ま
り
'
所
持
の
下
田
五
畝

1
0
歩
を
六

1
年
賦
で
村

(証
文
の
宛
所
は
名
主
'
惣
組
W

)

(8
)

に
質
入
れ
し
て
三
両
'

一
匁
三
分
二
厘
を
受
け
取
り
'
土
地
は
庄
七
が
直
小
作
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
｡

史
料
2
で
は
'
以
後
毎
年
こ
の
村
法
を
遵
守
す
る
旨
の
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
'
現
在
残
っ
て
い
る
史
料
か
ら
少
な

(9
)

(10
)

(tI
)

-
と
も
文
政
三

(
一
八
二
〇
)

'

天
保
二

(
一
八
三

一)
､

天
保
四

の

各
年
に
請
書
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
う
ち
'
文
政
三

年
の
も
の
を
次
に
掲
げ
る
｡

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

史
料
3

永
代
取
極
村
法
議
定
請
書
之
事

右
之
通
去
文
化
十
四
丑
年
相
定
永
代
村
法
取
極
議
定
書
只
今
披
御
申
渡
候
趣

一
々
承
知
串
良
候
然
上
は
銘
々
家
内
老
若
男
女
子
供
井

二
召
抱
奉
公
人
二
至
迄
無
相
違
村
法
議
定
急
度
為
相
守
可
申
候
若
相
背
候
者
御
座
候
ハ
ゝ

其
時
何
様
之
重
キ
細
谷
メ
被

仰
付
候
共

1
言
之
御
恨
申
開
敷
候

1

自
今
以
後
村
方
大
小
之
百
性
二
不
限
衣
類
諸
道
具
二
至
迄
居
村
他
村
ll不
限
質
物
人
等

一
切
仕
間
数
候
尤
家
内
老
若
男
女
小
供
井

召
抱
奉
公
人
二
至
迄
朝
夕
共
此
段
厳
敷
可
申
付
候
若
万
々
1
W
ツ
ニ
而
も
右
衣
類
諸
道
具
之
内
居
村
他
村
二
不
依
質
物
二
人
置
事
後

(抹
消
)
戟

日
こ
お
ゐ
て
も
村
御
役
向
は
不
及
中
上
金

｢
談

｣

会

所
諸
役
人
衆
中
江
相
聞
候
ハ
～

盗
質
物
同
様
御
答
メ
被

仰
付
候
共

一
言
之
御

(鍛
)

(餌
)

恨
申
上
聞
敷
候
若
格
別
大
金
二
付
金

談

会

所
二
而
も
貸
金
相
断
無
拠
脇
々
江
質
入
致
候
義
有
之
は
其
段
金
談
会
所
江
相
届
ケ
質
入
致

可
申
事
少
々
た
り
と
も
無
沙
汰
二
質
入
致
間
敷
候
事(椅
)

1

当
年
御
在
邑
御
座
候
ハ
～
諸
事
相
慎
猶
又
村
内

寄

凝

二
掃
除
仕
別
而
朔
日
十
五
日
廿
八
日
三
日
二
は
家
々
屋
敷
井
地
面
江
掛
り
候

通
り
筋
無
僻
怠
掃
除
可
仕
候
尤
地
面
掛
り
通
り
筋
入
会
之
場
ハ
中
台
掃
除
場
相
定
無
相
違
掃
除
可
仕
候
事

右
之
通
被
仰
渡
候
趣

一
同
承
知
奉
畏
候
依
之
請
書
連
印

一
札
の
而
如
件

文
政
三
辰
年二
月
朔
日

南
生
実
村
新

六
⑳

(以
下
百
姓
68
名
'
百
姓
代
2
名
遵
印
略
)

御
名
主



役
人
衆
中

史
料
3
で
は
'

(
1
)
以
後
は
､
衣
類
諸
道
具
に
至
る
ま
で
'
居
村
他
村
を
限
ら
ず
質
入
れ
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

(即
ち
'
金
が
必

(12
)

要
な
ら
金
銀
会
所
か
ら
借
り
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
)
～

(二
)
金
銀
会
所
で
用
立
て
ら
れ
な
い
位
の
大
金
を
や
む
な
-
他
へ
質
入
れ

し
て
借
り
た
い
時
は
'
そ
の
旨
金
銀
会
所
へ
届
け
出
た
上
で
質
入
れ
す
べ
き
こ
と
､
が
定
め
ら
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
衣
類
諸
道
具
に
至

る
ま
で
t
と
い
う
表
現
か
ら
'
村
民
の
所
持
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
吃
-
質
入
れ
を
禁
じ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
｡
す

な
わ
ち
､
史
料
3
は
'
村
民
が
窮
迫
し
て
い
-
大
き
な
要
因
と
し
て
土
地
家
財
の
質
入
れ
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
､
土
地
家
財
の

質
入
れ
を
禁
じ
'
代
わ
っ
て
金
銀
会
所
が
金
を
融
通
L
t
や
む
な
-
他
へ
質
入
れ
す
る
場
合
に
は
金
銀
会
所
の
許
可
を
必
要
と
す
る
､
と

い
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
｡

以
上
の
検
討
か
ら
､
本
稿
で
の
課
題
に
関
連
し
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
｡
第

一
に
'
南
生
実
村
で
は
'
村
の
土

地
は
村
の
者
が
所
持
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
強
-
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
､
村
方
復
興
の
仕
法
を
定
め
る
に
際

し
て
､
他
村
へ
の
越
石
の
問
題
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
し
､
ま
た
史
料
2
の
第
三

一
条
に
は
､
今
度
篠
崎
弥
兵
衛
の
拠

出
金
を
得
て
'
さ
ら
に
村
役
人
の
職
務
規
程
も
村
法
で
定
め
た
の
で
'
以
後

｢凡
拾
ヶ
年
之
内
二
は
不
依
大
小
二
難
渋
之
百
位
ら
行
立
地

村
江
譲
渡
候
田
畑
茂
大
方
ハ
請
返
シ
村
繁
昌
二
相
成
家
々
も
致
相
続
目
出
度
時
節
茂
必
可
有
之
｣
と
あ
り
'
こ
こ
に
も
越
石
田
畑
を
講
返

し
て
は
じ
め
て
村
も
復
興
し
家
の
存
続
も
保
証
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡
第
二
に
'
村
の
土
地
を
村
の
者
が
所
持

す
る
と
い
う
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
､

一
方
で
は
越
石
田
地
を
請
戻
し
'
他
方
で
こ
れ
以
上
村
の
土
地
を
他
村
に
流
出
さ
せ
な

い
こ
と
が
図
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
は
次
の
二
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

(
一
)
村
が
主
体
と
な
っ
て
越
石
田
地
を
請

戻
し
て
村
持
地

(よ
り
正
確
に
は
篠
崎
弥
兵
衛
と
の

｢永
代
惣
持
｣
地
)
と
L
t
ま
た
困
窮
し
た
村
民
の
土
地
を
村
が
買
取
っ
て
村
持
地

と
す
る
｡

(二
)
村
民
に
土
地
の
質
入
れ
を
禁
じ
'
金
が
必
要
な
村
民
に
は
村
が
融
通
す
る
｡
ま
た
他
村
へ
の
質
入
れ
田
畑
を
請
返
し
た

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
遥
)

望



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
言
ち

四
六

い
村
民
に
も
村
か
ら
資
金
を
融
資
す
る
.

(
1
)
は
村
が
土
地
所
持
の
主
体
と
な
る
や
り
方
で
あ
.り
､

(二
)
は
村
民
の
土
地
確
保
を
村

が
資
金
的
に
援
助
す
る
や
り
方
で
あ
る
｡
し
か
し
､

(二
)
に
お
い
て
も
､
資
金
提
供
の
引
当
て
と
し
て
､
村
が
村
民
の
土
地
を
質
に
取

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
'
村
が
土
地
に
関
与
す
る
と
い
う
点
で
は

(
一
)
と
共
通
し
て
い
る
｡
第
三
に
'
以
上
の
こ
と
が

惣
百
姓
の
合
意
に
基
づ
い
て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
史
料
I
が
名
主
､
組
頭

一
〇
人
､
百
姓
代
六
人
'
百
姓
六

六
人
の
連
印
で
作
成
さ
れ
'
史
料
2
が
百
姓
代
四
人
､
百
姓
六
六
人
か
ら
名
主
'
惣
組
頭
衆
中
に
宛
て
て
作
成
さ
れ
'
そ
れ
に
名
主
'
組

頭

一
〇
名
'
添
役
二
名
が
奥
書
し
て
お
り
'
史
料
3
が
百
姓
代
二
名
､
百
姓
六
九
名
か
ら
名
主
'
役
人
衆
中
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
｡
そ
し
て
､
史
料
2
の
第
四
条
に
組
頭
の
職
務
に
関
し
て
'
村
内
の
事
は
名
主
'
組
頭
の
み
で
決
め
る
の
で
は
な
く
､

｢村
方
大
小
之
百
性

一
統
相
談
得
心
之
上
可
相
定
之
村
方

一
統
於
不
承
知
成
事
二
は
可
為
停
止
事
｣
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
､
こ

れ
ら

一
連
の
取
り
決
め
に
は

一
般
農
民
の
意
向
が
強
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

第
二
節

復
興
仕
法
以
後
の
南
生
実
相
の
動
向

本
節
で
は
､
文
化

1
三
-
1四
年
の
仕
法
取
り
決
め
以
後
の
村
内
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
.

文
政
九
年
に
､
文
化

二
二
～
一
四
年
当
時
か
ら
名
主
を
勤
め
て
い
る
小
兵
衛
が
近
隣
九
か
村
の
名
主
達
か
ら
退
役
を
迫
ら
れ
る
と
い
う

事
件
が
起
こ
っ
た
が
､
こ
の
と
き
南
生
実
相
の
惣
百
姓

(組
頭

1
0
名
､
百
姓
代
三
名
'
判
頭

1
二
名
'
百
姓
五
四
名
)
は
'
小
兵
衛
は

名
主
役
を
勤
め
て
一
四
年
に
な
る
が
村
方
に
対
し
て
不
正
な
取
り
計
ら
い
は

一
切
し
て
い
な
い
､
当
村
は
ご
く
困
窮
の
村
方
だ
っ
た
が
小

兵
衛
勤
役
以
来
村
柄
も
少
々
よ
く
な
り
,
冶
百
姓
も
追
々
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
と
し
て
,
小
兵
衛
を
支
持
し
て
い
る

唱
)

と
こ
ろ
が
'
そ
の
九
年
後
の
天
保
六
年
に
は
'
組
頭
三
名
､
百
姓
代
二
名
へ
百
姓
惣
代
四
名
'
百
姓
四
七
名
'
計
五
六
名
の
村
内
の
過

半
を
占
め
る
者
た
ち
が
名
主
小
兵
衛
を
相
手
取
り
領
主
に
出
訴
す
る
と
い
う
村
方
騒
動
が
起
こ
る
｡
そ
し
て
'
こ
の
騒
動
の
中
心
的
な
争



点
と
し
て
復
興
仕
法
の
運
用
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
小
前
百
姓
側
の
訴
状
は
全
三
八
か
条
に
及
ん
で
い
る
が
､
そ
の
う

ち
仕
法
の
運
用
を
め
ぐ
る
箇
条
を
以
下
に
掲
げ
る
｡

(14
)

史
料
4

(冊

･
表
紙
)

｢
副

卦

｢佃
戸
乍
恐
書
付
を
以
奉
歎
餓
候

御
領
分
南
生
実
村
小
前
左
之
者
と
も

一
同
奉
中
上
候
当
村
名
主
小
兵
衛
義
役
威
を
謀
り
小
前
を
掠
追
年
私
欲
押
領
我
使
不
法
相
募
り

小
前
百
姓
難
立
行
必
至
と
難
渋
至
極
二
付
無
拠
不
顧
恐
左
二
箇
条
を
以
奉
歎
願
候

(第

一
粂
)

(

城

)

一

当
村
之
義
高
九
百
七
拾
五
石
余
御
座
候
処
追
年
及
困
窮
先
年
と
見
競
候
得
は
悉
家
数
人
数
別
相

城

詰

役
人
二
両
も
差
支
相
続
成
雅

候
様
罷
成
依
而
当
拾
九
ケ
年
前
右
難
渋
之
始
末
中
上
廠
之
通
格
別
之
以

御
憐
態
御
金
三
百
両
御
拝
借
披

仰
付
莫
太
之
御
仁
恵
と

小
前

1
同
難
有
仕
合
奉
存
候
然
ル
処
小
兵
衛
義
右
御
金
我
物
同
様
取
斗
諸
勘
定
向
仕
分
と

1
切
小
前
へ
不
中
間
何
様
取
斗
候
哉
甚
難

心
得
奉
存
候

(第
二
粂
)

一

右
御
金
工
而
村
分
二
買
入
候
田
地
徳
米
之
内
世
話
料
と
名
付
五
表
ツ
､
年
々
小
兵
緒
方
へ
取
込
右

ハ
村
役
人
之
内
こ
て
壱
人

ツ
､

年
番
賄
之
者
有
之
此
も
の
へ
金
壱
両
弐
分
ツ
､
世
話
料
二
付
置
申
候
然
ル
ユ
ニ
重
工
世
話
料
取
候
段
難
心
得
奉
存
候
事

(第
三
粂
)

一

御
拝
借
金
村
方
へ
貸
附
拾
三
ヶ
年
之
内
弐
拾
雨
竜
歩
之
利
分
二
而
月
々
利
足
取
立
候
得
共
右
仕
分
井
村
田
地
徳
米
之
儀
茂
何
程
有

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

四
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

之
候
哉

一
向
相
分
不
申
侯
事

(第
四
条
)

一

御
拝
借
金
貸
附
候
分
文
政
十

一
子
年
暮
元
利
共
厳
敷
被
取
立
才
覚
差
詰
り
無
致
方
小
兵
衛
任
中
二
面
々
持
地
之
内
宜
敷
場
所
差
向

置
候
処
右
を
永
代
売
披
致
請
戻
し
不
相
成
先
祖
Ac持
伝
候
地
面
二
離
れ
難
渋
仕
候
事

(中
略
)

(第
六
条
)

一

村
田
地
議
定
之
儀
は
拾
三
ヶ
年
半
金
弐
拾
五
ヶ
年
相
立
候
得
は
無
金
工
而
可
相
返
議
定
之
処
右
議
定
遵
変
い
た
し
小
前
困
窮
之
者

難
儀
為
致
候
事

(第
七
粂
)

1

御
拝
借
金
工
而
漁
家
可
取
立
処
其
儀
無
之
却
而
居
屋
敷
迄
も
引
上
ケ
弥
潰
切
こ
い
た
し
是
迄
更
二
壱
軒
も
取
立
不
申
潰
人
相
殖
小
前

一
同
□
□
難
渋
二
御
座
候
事

(第
八
粂
)

一

村
金
三
拾
両
組
頭
六
人
へ
無
利
足
二
而
貸
置
候
事

(第
九
条
)

1

文
化
十
四
丑
年
村
方
議
定
は
執
之
鹿
田
二
而
も
徳
米
有
之
分
は
村
分
二
可
致
取
極
之
処
宜
敷
場
所
斗
当
時
百
石
余
村
分
二
披
致

1

おち
い

統
弥
以
困
窮
難
渋
二
陥
り
仕
候
事

(中
略
)



(第

一
二
条
)

一

源
蔵
持
畑
入
附
米
式
表
ツ
､
之
場
所
御
拝
借
を
以
買
取
小
兵
衛
押
領
仕
候
事

(中
略
)

(第

一
八
粂
)

一

村
方
小
前
之
者
共
石
追
々
二
北
生
実
村
篠
崎
三
左
衛
門
へ
質
流
地
二
相
渡
候
田
畑
五
拾
石
余
百
三
拾
五
両
二
而
小
兵
衛

へ
請
返
し

先
前
人
附
通
小
作
相
納
候
処
極
月
下
旬
二
相
成
壱
反
二
付
壱
俵
或
は
弐
斗
位
ツ
､
取
増
披
致
難
渋
仕
候
此
上
も
如
何
程
取
増
可
披

敦
も
難
斗
右
肺
二
披
致
候
両
は
小
前
之
者
共
可
立
行
様
無
之
必
至
と
難
渋
仕
候
間
右
代
金
一l而
小
兵
衛
万

古
村
方
へ
請
返
候
様
い

た
し
皮
革
存
候
事

(中
略
)

前
書
奉
中
上
候
通
り
少
茂
相
違
無
御
座
候
小
兵
衛
儀
勤
役
二
相
成
語
勘
定
向
決
而
小
前
之
者
へ
不
串
間
道
々
不
法
増
長
村
方
相
掠
眼
前

去
巳
年
大
凶
作
之
節
弐
拾
両
壱
分
之
利
足
定
二
而
貸
附
候
金
子
を
拾
五
両
壱
分
之
勘
定
二
而
厳
敷
取
立
何
様
相
歎
候
両
も
年
延
は
勿
論

(節
)

利
足
弐
割
之
外
少
茂
勘
弁
無
之
無
慈
悲
二
被
取
立
村
内
二
而
弐
拾
人
余

親

規

奉
公
人
二
相
成
難
儀
仕
候
都
而
右
様
之
取
斗
被
致
候
二
付
近

茂
小
兵
衛
支
配
請
候
て
ハ
百
姓
相
続
出
来
不
申
第

二
別
文
出
格
之
以

御
憐
態
御
拝
借
披
仰
付
候
御
金
工
而
前
灸
之
通
不
正
之
取
斗

仕
追
年
小
前
及
潰
必
至
と
進
退
差
迫
り
不
奉
顧
恐
茂
無
是
非
今
般
奉
歎
願
候
何
卒
以

御
慈
悲
前
銀
之
始
末
御
賢
察
披
成
下
置
乍
恐

諸
帳
面
類
不
意
二
御
引
上
御
礼
被
成
下
候
得
は
歴
然
不
正
押
領
之
所
業
明
白
二
相
分
り
候
之
問
何
分
二
茂
大
勢
之
小
前
御
救
披
成
下
村

方
住
居
百
姓
相
続
出
来
候
様
此
上

御
仁
意
之
御
沙
汰

一
同
挙
而
奉
頗
上
候
以
上
御
領
分
下
総
国
千
葉
郡
南
生
実
相

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

天
保
六
未
年
正
月

吾
百

姓伝

右

衛

門
印

(以
下
百
姓
46
名
連
名
略
)

右
惣
代
百

姓清

十

郎
印

同

吉

兵

衛
印

_

同

書

兵

衛
印

同

重

郎

兵

衛
印

百
姓
代市

右

衛

門
印

同

所

兵

衛
印

頭彦

左

衛

門
印

彦

兵

衛
印

平

六
印

御
役
所
様



史
料
4
か
ら
小
前
百
姓
側
の
主
張
を
箇
条
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
｡

(
一
)
小
兵
衛
が
'
篠
崎
弥
兵
衛
か
ら
借
り
た

三
〇
〇
両

(拝
借
金
)
を
私
物
化
し
て
勘
定
の
内
容
を

一
切
小
前
に
知
ら
せ
な
い
の
は
納
得
で
き
な
い
｡

(二
)
拝
借
金
で
村
が
購
入
し

た
田
地
の
徳
米
の
う
ち
､
小
兵
衛
が
世
話
料
の
名
目
で
毎
年
五
俵
を
取
得
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
村
方
が
購
入
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
､

村
役
人
の
う
ち
か
ら

一
人
ず
つ
年
番
で
賄
の
者
を
決
め
て
金

一
両
二
分
の
世
話
料
を
払
っ
て
お
り
､
小
兵
衛
は
二
重
取
り
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
｡

(三
)
小
兵
衛
は
拝
借
金
を
村
方
に
貸
付
け
'

二
二
年
の
閏
年
利

一
五
%
の
割
で
利
息
を
取
り
立
て
て
き
た
が
'
そ
の
内
訳
や
､

村
持
田
地
か
ら
の
徳
米
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
が

一
向
に
わ
か
ら
な
い
｡

(四
)
拝
借
金
を
借
り
た
者
は
､
文
政

一
一
年
暮
れ
に
元
利
と

も
厳
し
-
取
り
立
て
ら
れ
､
返
せ
な
い
者
は
小
兵
衛
の
言
う
に
任
せ
て
'
所
持
地
の
う
ち

｢宜
敷
場
所
｣
を
差
し
出
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
'

小
兵
衛
が
こ
れ
を
他
へ
永
代
売
り
し
て
し
ま
っ
た
た
め
'
請
戻
し
が
で
き
な
く
な
り
'
先
祖
伝
来
の
土
地
を
失

っ
て
難
渋
し
て
い
る
｡

(五
)
村
方
へ
質
入
れ
し
た
土
地
は
'
質
入
れ
か
ら

一
三
年
経
っ
た
ら
元
金
の
半
額
の
返
済
で
'
ま
た
二
五
年
経

っ
た
ら
元
金
を
全
く
返

済
し
な
く
て
も
土
地
は
質
入
れ
し
た
者
に
返
す
と
い
う
取
り
決
め
だ
っ
た
が
､
小
兵
衛
が
こ
れ
を
破
っ
て
小
前
を
難
儀
さ
せ
て
い
る
｡

(六
)
拝
借
金
を
使
っ
て
冶
家
を
再
興
す
べ
き
と
こ
ろ
､
こ
れ
ま
で
1
軒
も
取
り
立
て
ず
'
か
え
っ
て
洪
百
姓
が
増
え
て
い
る
.

(七
)

村
金
三
〇
両
を
組
頭
六
人
に
無
利
息
で
貸
与
し
て
い
る

(
こ
れ
は
'
本
来
小
前
の
救
済
に
使
わ
れ
る
べ
き
金
が
'
村
役
人
屑
の
利
益
の
た

め
に
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
ろ
う
)
｡

(八
)
文
化

1
四
年
の
村
法
で
は
わ
ず
か
の
鹿
田
で
あ
っ
て
も
徳
米
が
あ
れ
ば
村

方
に
質
に
取
る
と
い
う
取
り
決
め
だ
っ
た
が
'
こ
れ
に
反
し
て
小
兵
衛
が

｢宜
敷
場
所
｣
ば
か
り
当
時

一
〇
〇
石
余
を
村
分
に
し
て
し
ま

い
'

1
統
い
よ
い
よ
困
窮
し
て
い
る
｡

(九
)
源
蔵
所
持
の
畑
を
'
小
兵
衛
が
拝
借
金
を
使

っ
て
E且
い
取
り
､
押
領
し
て
し
ま
っ
た
｡

(
一
〇
)
村
方
小
前
の
者
か
ら
北
生
実
村
篠
崎
三
左
衛
門
へ
質
流
れ
地
と
し
て
渡
し
た
田
畑
五
〇
石
余
を
小
兵
衛
が

一
三
五
両
で
請
返
し
'

小
作
人
は
前
々
通
り
小
作
料
を
納
め
て
い
た
と
こ
ろ
'

一
二
月
下
旬

(天
保
五
年
か
)
に
な
っ
て
一
反
に
つ
き

一
俵
あ
る
い
は
二
斗
位
ず

つ
小
作
料
を
増
徴
さ
れ
難
渋
し
て
い
る
｡
今
後
も
ど
れ
ほ
ど
増
徴
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
一
三
五
両
で
小
兵
衛
か
ら
村
方
へ
詩
返
し

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

五
1



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
1
号

Eid

た
い｡

以

上
が
小
前
百
姓
側
の
主
張
の
概
要
で
あ
る
が
'
こ
れ
に
対
し
て
小
兵
衛
は
'
篠
崎
弥
兵
衛
の
拠
出
金
の
運
用
に
よ
り
村
柄
が
殊
の
外

立
ち
直
り
'
拠
出
金
を
貸
付
け
た
利
息
と
し
て
村
金
に
も
二
〇
〇
両
余
の
余
裕
が
で
き
'
他
村
か
ら
の
入
作
分
は
お
よ
そ
請
戻
せ
た
t
と

(15
)

反
論
し
て
い
る
｡

こ
の
争
論
は
扱
人
が
入
っ
て
内
済
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
'
内
済
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
｡
ま
た
'
小
兵
衛
は

一
時
宿
預

(16
)

け
と
な
り
'
小
前
側
の
数
人
も
領
主
か
ら
処
罰
を
受
け
て
い
る

｡

そ
の
後
'
嘉
永
年
間
に
至
っ
て
'
再
び
名
主
と
小
前
百
姓
と
の
間
で
村
方
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
る
｡
当
時
の
名
主
は
小
兵
衛
の
子
嘉
左

衛
門
で
あ
っ
た
が
､
彼
と
組
頭
平
左
衛
門
が
小
前
百
姓
か
ら
領
主
に
訴
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
争
論
に
関
し
て
は
､
訴
状
'
返

答
書
､
済
口
証
文
な
ど
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
'
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
'
小
前
側
の
主
張
の
中
心
は
'
村
持
地
と
篠
崎
弥
兵
衛
分

(17
)

田
地
か
ら
の
徳
米
代
金
を
嘉
左
衛
門
が
横
領
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
｡
こ
の
一
件
は
嘉
永
六

(
一
八
五
三
)
年
二
月
に
近
隣
玉
か

村
の
名
主
達
が
扱
人
に
入
っ
て
内
済
と
な
っ
た
が
'
お
お
む
ね
嘉
左
衛
門
の
非
が
認
め
ら
れ
た
ら
し
-
､
嘉
左
衛
門
は
弘
化
三

(
一
八
四

六
)
年
か
ら
嘉
永
四
年
ま
で
の
六
年
間
の
不
正
勘
定
分
と
し
て
八
〇
両
を
村
に
差
し
出
し
､
こ
れ
は
家
並
割
で
村
民
に
割
り
渡
さ
れ
た
｡

さ
ら
に
'
扱
人
か
ら
四
〇
両
を
拠
出
し
､
こ
れ
を
小
前

一
同
に
割
り
渡
し
た
｡
そ
し
て
'
以
後
は
村
方
の
諸
勘
定
に
つ
い
て
は
'
名
主
､

組
頭
'
百
姓
代
､
垂
立
百
姓
が
立
ち
会
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
｡
そ
し
て
'
嘉
永
五
年
以
降
の
徳
米
代
金
に
つ
い
て
は
'
高
割
五
分
'

家
並
割
五
分
の
割
合
で
村
民
に
割
り
渡
す
こ
と
と
し
た
｡
し
か
し
､
実
際
の
勘
定
の
過
程
で
､
立
会
い
の
百
姓
代
と
重
立
百
姓
か
ら
､
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
配
分
方
法
で
は
小
前
が
治
ま
ら
な
い
の
で
全
額
家
並
割
で
配
分
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
異
論
が
出
た
た
め
'
嘉
永
六
年

六
月

1
九
日
に
組
頭
全
員
か
ら
家
並
割
に
し
た
い
旨
領
主
に
願
い
出
て
い
る
.
ま
た
､
嘉
左
衛
門
と
平
左
衛
門
は
同
年
二
月
に
病
気
を
理

(18
)

由
に
領
主
に
退
役
願
を
出
し
'
三
月

1
1
日
に
二
人
と
も
役
儀
御
免
と
な
っ
て
い
る

.



以
上
の
本
節
で
の
検
討
か
ら
次
の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

(
一
)
文
化

一
三

～
一
四
年
に
は
惣
百
姓
が

一
致
し
て
村
方
復
興
の
仕

法
を
定
め
た
が
､
そ
の
後
仕
法
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
'
名
主
と
小
前
百
姓
と
の
間
に
二
度
の
村
方
騒
動
が
起
こ
っ
た
｡

(二
)
こ
の
騒
動

の
背
景
に
は
'
仕
法
の
実
際
の
運
用
が
名
主
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
.
小
前
百
姓
側
の
主
張
は
'
仕
法
の
運
用

に
関
し
て
名
主
に
不
正
､
非
公
開
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
'
実
際
嘉
永
年
間
の
争
論
で
は
名
主
の
不
正
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

(≡
)
嘉
永
年
問
の
争
論
で
は
'
名
主
桟
領
分
の
金
を
家
並
割
で
村
民
に
割
り
渡
す
な
ど
'
小
前
官
姓
側
が
有
利
な
結
果
を
獲
得
し
た
｡

お
お
か
ね
ざ
わ

お
し
ぬ
ま

第
二
章

大

金

沢

村

と

押

沼

村

の
場
合

本
章
で
は
､
大
金
沢
村
と
押
沼
村
の
二
つ
の
村
落
を
取
り
上
げ
て
､
村
に
よ
る
越
石
田
地
の
請
戻
し
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
対
象

と
す
る
両
村
と
も
'
第

一
章
で
み
た
南
生
実
村
と
同
じ
-
下
総
国
千
葉
郡
に
あ
る
生
実
藩
領
の
村
で
あ
る
｡

第

)
節

大
金
沢
村
の
場
合

大
金
沢
村
で
は
'
文
政

一
三
年
三
月
に
百
姓
代
甚
助
が
小
前
惣
代
と
し
て
'
野
田
村
へ
の
質
入
れ
田
地
の
詩
戻
し
を
求
め
て
領
主
に
訴

え
出

た｡
そ
の
と
き
の
訴
状
を
次
に
掲
げ
る
｡

(19)

史
料
5(冊
･表
紙
)

願
書

写
下総
国
千
葉
郡
上
郷
之
内

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

Fill



史
料
館
研
究
紀
要

第
二

一
号

大金
沢

村

文
政
十
三
寅
閏
三
月
廿

七日江戸
二
而
差
上

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

下
総
国
千
葉
郡
上
郷
之
内
大
金
沢
村
百
姓
惣
代
百
姓
代
甚
助
奉
中
上
候
当
村
高
弐
百
拾
石
余
之
内
細
井
屋
敷
共
都
合
五
拾
石
程
有
之
田

わづか

方
百
五
拾
石
余
之
内
他
村
江
八
捨
石
余
質
地
二
相
成
村
内
百
姓
共
持
地
手
作
仕
候
分
は

綾

二

而
田
地
至
而
払
底
二
有
之
殊
二
田
畑
は
当
村

へだたり

い･uな
･,

居
村
Ac半
道
程
も

隔

山

谷
ヲ
打
越
剰
田
地
不
足
故
自
然
と
百
姓
営
方
差
支
他
村
田
畑
引
受
候
儀
不
相
叶
元
来
辺
邸
之
場
所
二
付
作
問
之

か
せぎ

ふ
じ
▲

なげ

商
ひ
等

一
切
無
御
坐
無
余
儀
奉
公

稼

等

二
罷
出
父
母
妻
子
之
扶

助

仕

於
村
役
人
共
こも
歎

ケ

敷
存
先
年
隣
村
野
田
村
江
質
地
一l相
渡
候

号
だん

いづ

地
所
詩
返
シ
農
業
出
精
為
致
度
拾
弐
三
ヶ
年
巳
前
古
右
村
役
人
共
江
示

談

仕

候
処

執

れ

と
も
村
方
行
立
候
様
可
致
退
候
得
共
田
地
請
返

さいぎ
つ

シ
ニ
相
成
候
而
は
小
前
不
承
知
之
族
茂
可
有
之
追
々
手
段
可
仕
侯
間
時
節
見
合
候
様
野
田
村
役
人
共
左
中
間
候
ll付
其
偉

庶

而

示
談
茂

(#
)

不
仕
等
閑
二
相
成
候
内
田
地
詩
返
し
は
不
仕
却
而
近
年
二
相
成
候
而
も
質
地
差
入
候
次
第
二
至
り
難
渋
之
折
柄
当
五
六
ヶ
年

己

前

と
覚

御
領
王
様
御
林
不
残
御
伐
木
披
為
成
山
稼
仕
候
者
共
作
間
之
渡
世
を
失
ひ
田
地
は
他
村
江
多
分
質
地
二
相
成
質
取
主
共
手
作
仕
当
村

百
姓
農
業
相
励
候
儀
不
行
届
往
々
百
姓
相
続
難
相
成
村
役
人
始
メ
百
姓

一
同
遂
評
儀
村
林
伐
採
右
代
金
を
以
野
田
村
へ
質
地
二
相
渡
候

し
●ひう

田
地
請
返
シ
可
申
旨

衆

評

相

決
其
段
質
取
主
野
田
村
太
左
衛
門
外
拾
五
人
之
者
共
へ
及
掛
合
執
れ
茂
得
心
二
付
則
村
林
伐
採
売
払
候
上

野
田
村
役
人
共
江
懸
合
候
処
品
能
申
紛
追
々
引
延
シ
置
去
々
子
年
二
至
り
請
返
不
承
知
之
趣
中
之
驚
入
左
候
而
は
百
姓
相
続
仕
候
義
不

か
ん

相
叶
御
林
は
勿
論
郷
林
迄
茂
伐
木
致
シ
落
葉
下
草
等
ヲ
取

難

難

を
凌
候
者
茂
当
時
は
山
林
立
木
更
二
無
御
坐
候
問
右
様
之
稼
も
不
相
成

ひ
し

き
か
つ

つめ

必

至

と
困
窮
二
迫
り
田
地
請
返
不
相
成
候
而
は
及
飢

賄

二

俣
外
無
御
座
無
拠
去
暮
中
古
取
語
再
応
野
田
村
江
懸
合
候
得
共
年
限
相
立
候
-I

(渇
)

付
請
返
難
相
成
段
中
間
畢
売
当
村
古
及
懸
合
候
義
は

最

早
拾
弐
三
ヶ
年
茂
己
前
古
之
儀
二
而
質
取
主
共
は

一
切
故
障
無
御
坐
村
役
人
と

も
故
障
仕
候
儀
難
心
得
依
両
は
質
取
主
共
江
直
々
面
談
之
上
遂
掛
合
可
申
存
と
拾
六
人
之
も
の
共
へ
懸
合
候
処
太
左
衛
門
直
市
三
次
郎



とく

平
右
衛
門
吉
右
衛
門
藤
次
郎
勘
七
万
次
郎
右
八
人
は
兼
而
請
返
之
儀
得
心
故
此
節
辻
も
故
障
は
無
之
候
得
共
村
役
人
共
方
二
而
故
障
致

あざむさナか

候
上
は
致
方
無
之
旨
之
挨
拶
二
有
之
又
左
衛
門
外
七
人
は
村
役
人
同
意
二
而
請
返
シ
不
承
知
之
由
中
之
是
迄
数
年
之
間
程
能
欺
嫌
シ
年

(抹
消
)

限
を
延
シ
今
更
右
肺
之
挨
拶
仕
候
茂
同
領
之
好
身
を
｢
以

｣

失
ひ
何
共
不
実
之
取
斗
tt有
之
乍
恐

御
領
主
様

古
家

御
国
恩
百
姓

i)
こ

カ
.,

まとわ

永
続
仕
候
儀
は
相
互
二
有
之
然
ル
ヲ
1
村
退
転
tt茂
お
よ
ひ
候
程
之
難
渋
を
不
顧
村
役
人
共
自
己
之
我
意
二
任
七
小
前
ヲ
惑
シ
質
地
詩

返
之
儀
故
障
為
致
他
村
之
難
渋
を
悦
候
儀
不
得
其
恵

一
林
野
田
村
之
義
は
大
網
本
納
井
浜
辺
九
拾
九
里
江
之
往
還
-1両
駅
場
二
有
之
当

た
と
い

いとな
ミ

村
井
外
相
々
も
野
田
村
江
助
郷
相
勤
日
々
旅
人
通
行
仕
候
問
同
村
之
者
共
軒
を
並
専
ラ
諸
商
ひ
仕

縦

令

田

畑
無
之
候
と
も

営
方
更
工
差

はて

うJbナづ
-

支
無
御
坐
当
村
は
農
業
之
外
余
事
之
稼
無
御
坐
万

一
請
返
不
相
成
候
而
は
永
続
仕
候
義
不
相
叶

果

は

退
転
仕
候
様
成
行

一
村
之

浮

沈▲ち
ん

難
等
閑
去
丑
二
月
中
願
書
を
以
生
実
表

御
陣
屋
江
奉
願
上
御
取
調
中
御
取
込
被
為
在
是
迄
長
引
此
節
御
当
地
江
御
差
出
二
相
成
候

間

相
手
方
を
も
披

召
出
御
吟
味
二
相
成
候
義
と
存
小
前

一
同
難
有
出
府
仕
候
処
名
主
五
郎
左
衛
門
江
御
利
解
披

仰
聞
最
早
農
業
時
節

いたわ

こ
も
相
成
候
間

1
先
帰
村
致
シ
御
沙
汰
可
奉
待
旨
披

仰
聞
候
由
五
郎
左
衛
門
AQ中
間

御
領
主
様
一lは
右
様
百
姓
御

労

り

披
為
在

候
段
御
仁
徳
之
程
冥
加
至
極
難
有
乍
併
此
使
帰
村
仕
候
両
は
愚
昧
之
百
姓
何
様
心
得
遵
仕
乱
立
可
申
茂
難
斗
万

1
田
地
請
返
二
不
相
成

様
罷
成
候
而
は
辿
茂
父
帽

子
之
掛

郎

不

相
成
道
路
tt幣

仕
候
仕
儀
工
付
緒

鞄々

仕

-

等
-

々
手
当
致
シ
出
府
仕
此
上
は

御
領
主
様
御
仁
徳
二奉
鎚

候

外
無
御
座
不
孝
顧
恐
を
茂

御
愁

訴
奉
中
上
候
前
額
之
通
り

1
村
退
転
二
茂
お
よ
ひ
候
難
渋
之
次
第
御
賢
察

ば
つく
ん

披
成
下
置
格
別
之
以

御
慈
悲
当
村
之
儀
野
田
村
江
引
競
候
両
は

抜

群

相

違
い
た
し
極
々
難
渋
之
村
方
二
而
剰
田
方
不
足
二
付
立
行
不

さ
●う
!ん

はくた
い

申
候
段
披
為
聞
召
訳
野
田
村
役
人
共
披
召
出
実
意
を
以
質
地
所
為
詩
返
候
様
披

仰
付
被
下
置
候
ハ
､
一
村
之

窮

民

相

助
り

英

太

之

け
い

御
仁
意
と

一
同
挙
而
難
有
仕
合
一l奉
存
候
幾
重
二
茂
右
願
之
通
り
御
聞
済
奉
願
上
候
以
上

御
領
分
下
総
国
千
糞
郡
上
郷
之
内

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)
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史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

文
政
十
三
寅
年
三
月

莫

大
金
沢
村

小
前
惣
代
百
姓
代
甚

助

御
領
主
様
御
役
所

史
料
5
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
'
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
｡
大
金
沢
村
は
村
高
二

一
〇
石
余
'
う
ち
田
方

一
五
〇
石
余
'

畑
と
屋
敷
で
五

〇
石
堤
で
あ
る
が
'
田
方
の
う
ち
八

〇
石
余
が
他
村
へ
質
地
に
取
ら
れ
て
い
る
た
め
'
村
民
が
耕
作
す
べ
き
土
地
が
な
い
｡

そ
こ
で
'
大
金
沢
村
の
村
役
人
は
'

1
二
へ
三
年
以
前
か
ら
'
隣
村
野
田
村
の
村
役
人
に
質
地
請
戻
し
を
掛
け
合
っ
て
き
た
.
し
か
し
､

野
田
村
側
か
ら
'
質
地
請
戻
し
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
小
前
の
中
に
不
承
知
の
者
も
あ
る
だ
ろ
う
し
､
遥
々
手
だ
て
を
考
え
る
の
で
時
節

を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
と
な
り
'
か
え
っ
て
近
年
も
野
田
村
へ
の
質
入
れ
が
な
さ
れ
る
有
り
様
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
'

村
役
人
は
じ
め
百
姓

一
同
評
議
を
遂
げ
'
村
林
を
伐
採
L
t
そ
の
木
を
売
っ
た
代
金
で
野
田
村
か
ら
質
地
を
請
返
す
こ
と
と
L
t
野
田
村

の
質
取
主

一
六
人
に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
､
全
員
が
納
得
し
た
｡
そ
れ
で
'
村
林
を
伐
採
し
た
上
で
野
田
村
の
村
役
人
に
交
渉
し
た
と
こ

ろ
､
返
答
を
引
き
延
ば
し
た
上
'
文
政

一
一
年
に
至
っ
て
請
返
し
は
不
承
知
の
旨
返
事
し
て
き
た
｡
大
金
沢
村
で
は
驚
い
て
野
田
村
の
質

取
主
に
個
別
に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
'
八
人
は
､
請
返
し
に
は
問
題
は
な
い
が
村
役
人
が
反
対
し
て
い
る
以
上
致
し
か
た
な
い
と
の
こ
と

で
あ
り
'
あ
と
の
八
人
は
村
役
人
同
様
請
返
し
は
不
承
知
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
こ
の
ま
ま
で
は
百
姓
相
続
も
で
き
難
い
ほ

ど
の
窮
状
で
あ
り
'
領
主
か
ら
野
田
村
へ
質
地
請
返
し
を
命
じ
て
ほ
し
い
｡

以
上
が
史
料
5
の
大
意
で
あ
る
が
､
実
は
史
料
5
が
作
ら
れ
た

一
年
前
の
文
政

一
二
年
二
月
に
も
､
大
金
沢
村
か
ら
領
主
に
同
様
の
訴



(20
)

願
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
と
き
は
'
甚
助
が
惣
百
姓
惣
代
と
な
り
､
名
主
'
年
寄
'
組
頭
二
名
が
願
書
に
奥
印
し
て
い
る
.
こ
れ
に
対

し
て
同
年
三
月
野
田
村
か
ら
返
答
書
が
出
さ
れ
た
が
､
結
局
こ
の
訴
訟
は
領
主
の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
'
翌
年
の
大
金
沢
村

の
再
願
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
野
田
村
と
は
､
大
金
沢
村
の
近
村
で
お
な
じ
生
実
藩
領
で
あ
り
'
内
房
と
外
房

と
けり

を
結
ぶ
土
気
往
還
上
に
位
置
す
る
継
場
で
'
伝
馬
役
を
負
担
L
t
村
民
の
な
か
に
は
駄
賃
稼
ぎ
に
携
わ
る
者
が
多
か
っ
た
｡

次
に
'
野
田
村
側
の
反
論
を
検
討
し
た
い
が
'
史
料
5
に
対
す
る
野
田
村
の
返
答
雷
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
'
文
政

1
二
年
三
月
の

返
答
書
の
う
ち
主
要
な
部
分
を
引
用
し
よ
う
｡

(21
)

史
料
6

乍
恐
以
返
答
香
車
中
上
候

(第

一
粂
)

1

上
郷
之
内
大
金
沢
村
惣
百
姓
惣
代
甚
助
奉
廠
上
候
は
右
村
田
地
先
年

吉
野
田
村
江
越
石
1t相
渡
候
所
取
分
近
来
多
分
二
相
渡
り
出

作
田
地
払
底
二
付
自
然
と
困
窮
相
募
難
儀
仕
候
二
付
郷
山
伐
木
致
し
右
田
地
請
返
之
儀
去
暮
中

古
懸
合
候
処
年
限
相
立
候
二
付
難
相

返
段
申
之
難
渋
至
極
之
旨
願
上
候

此
段
野
田
村
惣
代
名
主
十
右
衛
門
御
答
奉
中
上
候
組
頭
惣
百
姓
共

古
此
度
之

1
件
村
方
浮
沈
二
拘
り
候
間
私
儀
是
非
惣
代
tt罷
出

呉
候
様

1
同
額
-1付
難
黙
止
恐
を
茂
不
顧
御
答
奉
中
上
候
野
田
村
之
儀
は
高
八
拾
八
石
余
家
数
六
拾
五
軒
有
之
農
業
之
外
駄
賃
渡

世
仕
候
得
共
石
助
成
有
之
故
他
村
と
遵
ひ
壱
ヶ
年
御
用
御
伝
馬
役
千
四
百
四
拾
疋
定
式
二
相
勤
其
外
臨
時
差
出
候
分
有
之
人
足
役

茂
石
工
准
多
分
相
懸
り
不
情
二
而
は
中
々
難
取
続
村
方
二
御
座
候
駄
賃
辿
茂
御
用
私
用
或
は
風
雨
之
節
又
は
荷
物
絶
間
有
之
壱
ヶ
年

漸
央
々
稼
工
御
座
候
是
等
茂
馬
壱
疋
壱
人
工
而
間
二
台
妻
子
兄
弟
は
百
姓
営
候
外
余
情
無
之
出
石
は
大
金
沢
村
弐
拾
九
石
余
茂
呂
村

四
拾
四
石
余
小
金
沢
村
拾
石
余
都
合
上
郷
高
之
分
八
拾
石
余
可
有
之
外
二
遍
田
村
平
山
村
二
而
拾
石
余
下
郷
弐
拾
四
五
石
程
御
他

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

宅



史
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天

領
押
沼
村
三
拾
五
六
石
惣
合
百
五
六
捨
石
余
有
之
地
持
は
徳
米
を
以
暮
方
之
足
カ
ニ
仕
小
前
は
下
作
之
手
間
代
江
米
を
以
家
内
養

育
仕
右
潤
を
以

l
統
取
続
釆
申
候
然
処
三
ヶ
年
己
前
茂
呂
村
年
寄
市
平
方
同
所
越
石
之
分
不
残
請
返
し
皮
談
有
之
御
他
領
押
沼
村

方
茂
度
々
懸
合
有
之
候
所
及
断
候
今
般
大
金
沢
村
返
田
披

仰
付
候
得
は
前
書
村
々
不
残
請
返
之
儀
申
釆
候
儀
歴
然
二
御
座
候

1

妹
証
文
之
儀
年
限
相
立
候
得
は
金
主
方
永
々
所
持
御
年
貢
諸
役
相
勤
不
請
返
筈
譲
渡
茂
右
同
様
之
儀
放
流
地
譲
渡
は
誠
百
姓
之
宝

と
心
得
居
候
所
当
人
請
人
村
役
人
印
形
仕
候
証
文
遵
変
致
シ
自
分
勝
手
之
出
入
工
取
結
名
主
組
頭
訴
状
江
奥
印
仕
候
は
如
何
之
存

(ニ)

寄
二
俣
之
哉
村
役
を
茂
乍
相
勤
銘
々
印
形
致
候
を
反
古
二
可
仕
と
中
心
鉢
難
心
得
且
惣
代
甚
助
茂
養
父
新
右
衛
門
組
頭
役
中
之
奥

印
を
遵
変
仕
候
儀
是
又
如
何
相
心
得
候
哉
都
而
印
形
証
文
二
両
取
極
り
付
候
之
処
難
用
立
候
而
は
不
依
何
事
難
渋
至
極
仕
候
依
之

五
郎
左
衛
門
源
六
庄
蔵
御
召
出
証
文
遵
変
難
成
旨
以

御
慈
悲
被
為

仰
付
被
下
置
候
は
難
有
仕
合
奉
存
候

(中
略
)

(第
四
条
)

一

石
之
通
二
俣
得
は
行
々
徴
用
御
差
支
眼
前
之
儀
井
親
妻
子
養
育
之
手
段
無
之
由
申
立
候

此
段
五
郎
左
衛
門
大
高
を
所
持
致
殊
二
代
々
名
主
役
茂
相
勤
乍
罷
在
他
村
江
入
附
置
候
田
地
操
替
候
而
成
共
配
下
之
百
姓
救
方
幾

(屯
)

重
二
茂
可
有
之
処
大
金
沢
村
惣
百
姓
及
飢

絹

御

用
差
支
二
相
成
候
を
見
捨
置
候
之
等
無
之

且
又
証
文
江
其
度
々
役
印
致
侯
節
差
押

候
義
難
相
成
筋
二
は
無
之
全
之
訳
柄
は
近
年
豊
作
打
続
候
上
大
膳
野
御
林
御
払
二
付
大
金
沢
村
之
も
の
共
は
切
賃
駄
賃
莫
太
二
取

上
ケ
其
己
釆
村
柄
各
別
宜
敷
相
成
依
之
此
度
古
今
稀
成
新
法
之
巧
を
企
印
形
証
文
を
消
先
茂
不
見
出
入
を
仕
懸
郷
山
を
伐
自
己
之

不
痛
金
子
を
貯
当
時
野
田
村
去
々
亥
年
古
鎮
守
普
請
入
用
井
菩
提
寺
本
堂
修
覆
等
為
手
当
郷
山
不
残
伐
木
致
し
不
足
之
分
出
銭
差

支
罷
在
候
時
節
此
上
出
入
等
之
雑
費
難
取
続
無
是
非
田
地
可
相
返
は
必
定
最
上
之
図
と
見
掠
企
候
儀
工
可
有
之
右
様
三
富
､､､候
金

(渇
)

沢
村
飢

鯖

は

勿
論
御
用
御
差
支
杯
と
申
儀
柳
有
之
問
敷
奉
存
候



(中
略
)

右
御
答
奉
中
上
候
通
相
違
之
儀
不
孝
中
上
野
田
村
之
儀
小
高
二
俣
得
共
外
百
五
六
捨
石
余
之
越
石
有
之
故
右
潤
沢
を
以
大
小
之
百
姓
相

続
罷
在
候
然
所
万

一
大
金
沢
村
願
之
通
返
田
披
為

仰
付
侯
得
は
前
以
懸
合
有
之
候
茂
呂
村
押
沼
村
は
勿
論
此
外
小
金
沢
村
下
郷
遍
田

村
平
山
村
惣
越
右

左
追
々
詩
返
し
之
儀
中
米
候
は
必
定
然
共
此
度
之

1
件
先
例
一l罷
成
候
上
は
否
難
申
早
速
相
返
候
外
無
之
左
候
得
は

百
五
六
拾
石
俄
二
失
ひ
八
拾
八
石
之
村
高
二
而
六
拾
五
軒
之
家
数
相
続
可
相
成
謂
無
之
大
半
及
退
転
弥
以
莫
太
之
御
用
御
伝
馬
役
御
差

支
は
眼
前
殊
二
諸
村
二
両
年
限
相
立
候
田
地
受
返
し
之
萌
シ
有
之
頬
族
兼
而
承
及
候
得
は
右

御
裁
許
之
響
tl任
せ
悉
く
奉
出
訴
御
領
内

何
様
取
繕
侯
哉
茂
難
斗
誠
以
奉
恐
歎
候
格
別
之

御
慈
恵
を
以
証
文
之
通
論
返
し
難
相
成
旨
披
為

仰
付
披
下
置
侯
は
御
領
分
静
詮
之

儀
は
不
及
中
上
野
田
村
永
続
仕
御
伝
馬
役
も
無
滞
相
勤
り
親
妻
子
之
養
育
茂
相
成
大
小
之
百
姓
相
助
り
無
此
上
茂

卸
慈
悲
と
冥
加
至

極
難
有
仕
合
奉
存
候
猶
又
委
細
之
儀
は
御
尋
之
節
可
奉
中
上
候
巳
上

文
政
十
二
丑
年
三
月

野
田
村

組
頭
惣
百
姓
惣
代

名
主

(抹
消
)

十

右

衛

門
｢
⑳

｣

御
役
所
様

(奥
書
略
)

史
料
6
に
み
る
野
田
村
の
反
論
の
趣
旨
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

(
一
)
野
田
村
は
'
大
金
沢
村
に
二
九
石
余
'
茂
呂
村

(22
)

(23
)

に
四
四
石
余
'
小
金
沢
村
に

一
〇
石
余
､
都
合
上
郷
で
八

〇
石
余
､
遍
田
村
'
平
山
村
に

一
〇
石
余
､
下
郷
全
体
で
二
四
㌧
玉
石
程
'
他

領
の
押
沼
村
で
三
五
､
六
石
'
総
計

一
五

〇
～
一
六

〇
石
の
越
石
耕
地
を
所
持
し
て
い
る
｡
三
年
以
前
に
茂
呂
村
年
寄
市
平
か
ら
越
石
分

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(改
遁
)

究



史
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六

〇

を
残
ら
ず
請
返
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
'
押
沼
村
か
ら
も
た
び
た
び
掛
け
合
い
が
あ
っ
た
が
断
っ
て
き
た
｡

こ
の
た
び
大
金
沢
村

の
請
返
し
が
認
め
ら
れ
れ
ば
､
他
の
村
々
も
残
ら
ず
請
返
し
を
要
求
し
て
く
る
の
は
歴
然
で
あ
る
｡
質
地
は
年
期
内
に
請
戻
せ
な
け
れ
ば

流
地
と
な
り
'
以
後
は
請
戻
し
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
'
本
人

･
請
人

･
村
役
人
が
連
印
し
た
証
文
の
内
容
に
反
す
る
勝
手
な
訴

訟
を
起
こ
し
'
し
か
も
名
主
･
組
頭
が
訴
状
に
奥
印
す
る
と
は
､
ど
う
い
う
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
｡
村
役
人
が
印
形
を
押
し
て
保
証
し
た

証
文
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
無
効
だ
と
い
う
の
で
は
､
難
儀
至
極
で
あ
る
｡

(二
)
大
金
沢
村
の
五
郎
左
衛
門
は
代
々
名
主
を
勤
め
て
お

り
､
持
高
も
多
い
｡
だ
か
ら
'
他
村
の
者
に
小
作
さ
せ
て
い
る
土
地
を
白
村
の
者
に
小
作
さ
せ
る
な
ど
､
村
民
を
救
う
手
だ
て
は
い
-
ら

も
あ
る
は
ず
で
あ
る
｡
ま
た
'
質
地
証
文
に
は
そ
の
都
度
押
印
し
て
い
る
の
だ
か
ら
'
そ
の
際
に
他
村
へ
の
質
入
れ
を
止
め
る
こ
と
も
で

き
た
は
ず
で
あ
る
｡

以
上
が
野
田
村
の
反
論
の
趣
旨
で
あ
る
が
'
こ
の
争
論
に
つ
い
て
あ
と
い
-
つ
か
述
べ
て
お
き
た
い
｡

(
一
)
こ
の
争
論
の
係
争
地
に

(24
)

つ
い
て
'
大
金
沢
村
で
は

｢当
村
田
地
之
内
多
分
は
隣
村
野
田
村
江
質
地
二
相
成
｣
と
質
地
と
い
う
認
識
だ
が
'
野
田
村
で
は

｢野
田
村

(25
)

ニ
而
大
金
沢
村
田
地
所
持
之
者
共

1
同
中
上
候
｣

とあ
る
よ
う
に
所
持
地
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
.

(二
)
野
田
村
か
ら
の
入
作
地
の
小

作
米
は
お
よ
そ
七
〇
俵
で
あ
っ
た
が
'
そ
の
う
ち
お
よ
そ
一
七
債
分
の
土
地
は
大
金
沢
村
の
者
に
小
作
さ
せ
､
残
り
五
三
俵
分
の
土
地
は

(26
)

野
田
村
の
者
が
手
作
し
て
い
た
｡

(三
)
大
金
沢
村
へ
.の
他
村
か
ら
の
入
作
高
は
､
安
永
二

(
一
七
七
三
)
年
に
六
〇
石
九
斗

一
升

(村

高
の
二
八
･
六
%
)
､
文
政
三
年
に
は
九
五
石
二
斗
四
升
九
台

(村
高
の
四
四
･
七
%
)
で
あ
り
､
増
加
傾
向
に
あ

っ
た
｡
こ
の
う
ち
'

野
田
村
か
ら
の
入
作
高
は
'
安
永
二
年

1
六
石
五
升
九
台
'
寛
政

1
二

(
一
八
〇
〇
)
年

1
二
石
三
斗
七
台
だ
っ
た
も
の
が
､
文
政
三
年

に
は
三
二
石
六
斗
三
台

(入
作
高
の
三
四
･
二
%
)
と
入
作
村
々
の
な
か
で
最
大
の
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
'
文
政

一
二
年
に
も
二

(27
)

九
石
二
斗
八
升
九
台
の
入
作
高
が
あ
っ
た
｡

(四
)
天
保
四
年
に
は
大
金
沢
村
の
家
数
四
四
軒
中
'
本
百
姓
八
軒
､
水
呑
百
姓
三
三
軒

(28
)

(あ
と
三
軒
に
つ
い
て
は
不
明
)
と
'
水
春
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
｡

(
五
)
こ
の
争
論
は

｢大
金
沢
村
古
私
村
江
相
懸
り
候
田
地
請
戻



(29
)

し

一
件
｣
と
史
料
に
あ
る
よ
う
に
村
対
村
の
争
い
で
あ
っ
た
｡
ま
た
野
田
村
側
に
よ
れ
ば
'
大
金
沢
村
は

｢
田
地
新
古
之
無
差
別
元
地
主

(30
)

ニ
拘
ハ
ら
す
村
中
申
合
｣
せ
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
こ
の
争
論
は
'
大
金
沢
村
の
元
の
所
持
者
が
野
田
村
の

現
所
持
者
に
土
地
の
返
還
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
個
人
対
個
人
の
問
題
で
は
な
-
'
元
の
所
持
者
が
誰
で
あ
る
か
に
関
係
な
-
､
大
金

沢
村
が
村
中
申
し
合
わ
せ
の
上
､
村
と
し
て
起
こ
し
た
訴
訟
な
の
で
あ
っ
た
｡

こ
の
争
論
は
'
文
政

二
二
年

一
一
月
に
政
人
が
入
っ
て
内
済
と
な
っ
た
が
､
そ
の
際
の
済
口
証
文
を
次
に
掲
げ
る
｡

(31
)

史
料
7

差
上
申
済
口
証
文
之
事

一

御
領
分
上
郷
之
内
大
金
沢
村
百
姓
惣
代
百
姓
代
甚
助

石
野
田
村
江
相
掛
り
候
田
地
詩
返
之
儀
品
々
申
立
御
役
所
様
江
奉
願
上
相
手

野
田
村
披
召
出
再
応
御
取
調
奉
請
候
得
共
熟
談
行
届
兼
当
時
御
吟
味
中
御
座
候
之
所
今
般
御
領
分
名
主
共
外
御
用
二
而
出
府
仕
訴
答

村
方
茂
出
府
幸
之
儀
二
付
村
々
名
主
共
扱
二
立
入
双
方
へ
異
見
差
加
懸
合
仕
熟
談
内
済
之
趣
意
左
工
事
中
上
候

1

右
出
入
政
人
立
入
双
方
得
と
及
懸
合
候
所

1
鉢
大
金
沢
村
之
儀
は
連
年
困
窮
二
相
成
小
前
百
姓
共
所
持
之
田
地
追
々
野
田
村
江
質

地
二
相
改
案

古
難
渋
之
村
方
農
業
之
間
少
々
宛
山
稼
等
い
た
し
家
内
扶
助
仕
外
)L何
二
両
茂
余
情
無
御
座
大
勢
之
百
姓
連
年
田
地
二
相

離
子
孫
相
続
難
相
成

一
村
退
転
二
茂
お
よ
ひ
候
始
末
二
付
野
田
村
江
相
汝
候
地
所
請
返
し
百
姓
相
続
仕
度
段
其
外
品
々
訴
上
相
手
野

田
村
二
而
答
上
候
は
同
村
之
儀
は
駅
場
tt而
御
用
御
伝
馬
役
多
分
に
相
勤
殊
二
田
地
不
足
之
村
柄
二
付
最
初
村
方
相
発
り
候
靭

古
上
郷

(抹
消
)
質
地
或

之
内
大
金
沢
茂
呂
小
金
沢
三
ケ
村
地
所

｢
越

石

｣

小

作
等
二
引
請
有
之
勿
論
地
所
は
入
替
り
之
俵
も
有
之
候
得
共
右
三
ケ
村
平
均
い

た
し
見
候
得
は
享
保
年
中
も

ヂ
至
迄
引
請
高
格
別
之
増
減
無
御
座
享
保
前
之
儀
は
上
郷
Ac
年
々
渡
り
候
年
貢
差
合
帳
相
揃
不
申
候

二
付
碇
と
相
分
り
不
申
い
つ
れ
右
地
所
之
儀
ハ
今
更
相
返
し
侯
両
は
村
方
立
行
不
申
難
渋
至
極
二
付
遮
而
相
返
し
か
た
く
其
外
難
儀

筋
品
々
相
答
双
方
申
争
候
二
付
今
般
扱
人
立
入
内
熟
仕
候
趣
意
は

御
上
様
江
金
五
拾
両
拝
倍
率
願
上
殿
之
通
り
披
仰
付
候
間
右

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
休

(波
速
)

空



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

六
二

拝
借
金
扱
人
共

古
差
出
し
上
郷
五
ケ
村
方
金
弐
拾
五
両
外
金
弐
拾
五
両
是
又
政
人
共

石
助
ケ
合
都
合
金
百
両
こ

つ
ば
め
大
金
沢
村
永

続
之
た
め
こ
備
置
右
利
潤
を
以
村
方
相
続
手
当
二
可
致
勿
論
大
金
沢
村
古
議
定
書
請
取
之
仕
方
之
儀
は
右
江
書
加
取
極
置
可
申
然
ル

上
は
大
金
沢
村
相
続
方
差
支
茂
無
之
野
田
村
二
而
茂
有
釆
之
田
地
減
少
不
致
農
業
差
支
無
御
座
候
誠
双
方
共

御
仁
徳
之
御
影
を
以

無
事
二
相
治
り
両
村
永
続
之
基
と
罷
成
難
有
仕
合
奉
存
候
依
而
は
拝
借
金
五
拾
両
之
儀
は
大
金
沢
村
柄
立
直
り
候

ハ
､
為
冥
加
同
村

古
無
利
息
二
而
壱
ヶ
年
二
金
五
両
ツ
､
拾
ヶ
年
二
茂
返
納
可
仕
候
筈
取
極
尤
大
金
沢
村
Ac野
田
村
江
質
地
二
相
渡
候
質
地
之
内
凡
高
四

石
目
程
は
未
夕
年
季
中
二
付
証
文
之
通
り
質
代
金
差
出
し
候
上
は
野
田
村
こ
お
ゐ
て
も
無
故
障
可
相
返
筈
対
談
取
極
申
候

前
書
之
通
り
双
方
無
申
分
出
入
内
済
仕
偏

御
威
光
と
難
有
仕
合
二
奉
存
候
然
ル
上
は
右

1
件
tt付
重
而
双
方

古
御
願
筋
毛
頭
無
御

座
候
為
後
日
連
印
済
口
証
文
奉
差
上
候
所
如
件

文
政
十
三
寅
年
十

一
月

上
郷
之
内

大
金
沢
村
百
姓
惣
代

百
姓
代

訴
訟
人

甚

差
添
組
頭

同

源

名
主

同
野
田
村
百
姓
代

組
頭
格

相
手
組
頭

同

五
郎
左
衛
門
⑳

又

左

衛

門
⑳

次
郎
左
衛
門
⑳



百
姓
惣
代

名
主

同

十

右

衛

門
⑳

(以
下
取
扱
人
16
名
連
印
略
)

御
役
所
様

史
料
7
か
ら
わ
か
る
内
済
の
趣
旨
は
'

(
一
)
生
実
藩
か
ら
の
拝
借
金
五
〇
両
､
上
郷
玉
か
村
か
ら
の
出
金
二
五
両
'
扱
人
か
ら
の
出

金
二
五
両
､
計

一
〇
〇
両
を
大
金
沢
村
永
続
の
た
め
の
基
金
と
L
t
こ
の
金
の
運
用
に
よ
る
利
潤
を
村
方
相
続
の
手
当
に
す
る
｡
そ
う
す

れ
ば
､
大
金
沢
村
も
相
続
に
差
し
支
え
な
-
､
野
田
村
も
出
作
田
地
を
減
ら
さ
ず
に
済
む
､
す
な
わ
ち
越
石
田
地
の
請
戻
し
は
行
わ
な
い
'

(二
)
野
田
村
へ
の
質
地
の
う
ち
'
お
よ
そ
四
石
程
は
い
ま
だ
年
季
中
な
の
で
'
代
金
を
支
払
え
ば
請
戻
せ
る
t
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
｡

(32
)

他
の
史
料
に
よ
れ
ば
'

1
0
0
両
の
う
ち
四
〇
両
で
越
石
田
地
を
詩
戻
し
て
村
持
地
と
L
t
そ
こ
か
ら
の
徳
米
を
年
に
お
よ
そ

1
0
俵
と

見
積
も
り
､
村
役
人
が
世
話
を
し
て
村
方
相
続
の
た
め
に
備
え
置
く
'
残
り
の
六
〇
両
は

一
割
の
利
息
を
つ
け
て
貸
付
け
'
や
は
り
村
方

相
続
の
た
め
に
備
え
置
く
t
と
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
の
本
節
で
の
検
討
の
う
ち
'
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
点
で
あ
る
｡
こ
の
争
論
で
は
入
作
地
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
'
入
作
地
と
は
大
金
沢
村
の
百
姓
が
自
己
の
所
持
地
を
野
田
村
の
百
姓
に
質
入
れ

(1
質
流
れ
)
､
売
却
な
ど
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
も
の
で
あ
り
'
個
人
と
個
人
の
契
約
関
係
の
結
果
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
以
上
み
て
き
た
入
作
地
請
戻
し
交
渉
の
過
程
に
お
い

て
は
'
大
金
沢
村
の
個
々
の
村
民
が
個
別
に
請
戻
し
交
渉
を
行
う
の
で
は
な
-
'
村
が
主
体
と
な
っ
て
元
の
所
持
者
に
関
係
な
-
野
田
村

の
入
作
地
す
べ
て
を
ま
と
め
て
請
戻
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
'
請
戻
し
の
資
金
に
は
村
林
を
伐
採
､
売
却
し
た
代
金
を
当
て

る
予
定
で
あ
っ
た
｡
し
た
が
っ
て
'
も
し
請
戻
し
が
実
現
し
た
と
し
た
ら
'
そ
の
土
地
は
元
の
所
持
者
に
そ
の
ま
ま
返
さ
れ
る
の
で
は
な

-
'

一
旦
村
持
地
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
実
際
､
内
済
の
結
果
､
四
〇
両
で
入
作
地
を
請
戻
し
て
村
持
地
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
l
二

号

六
四

い
る
｡
こ
う
し
た
背
景
に
は
､
他
村
へ
の
土
地
流
出
の
増
大
は
個
々
の
農
民
経
営
の
危
機
で
あ
る
と
同
時
に
村
全
体
の
危
機
で
あ
り
'
村

の
土
地
を
村
の
も
の
'
村
民
の
も
の
と
し
て
お
く
た
め
に
は
'
村
と
し
て
土
地
請
戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
惣
百
姓
の
意
識

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

第
二
節

押
沼
村
の
場
合

へ

た

本
節
で
は
､
前
節
で
み
た
野
田
村
と
上
総
国
市
原
郡
押
沼
村

(旗
本
筒
井
氏
領
)
と
の
争
論
と
'
そ
れ
に
関
連
し
て
平
山
村
と
遍

田

村

の
争
論
を
と
り
あ
げ
た
い
｡

嘉
永
二
年
三
月
'
押
沼
村
役
人
惣
代
と
し
て
組
頭
長
左
衛
門
が
､
野
田
村
の
百
姓
八
十
郎
'
年
寄
清
兵
衛
を
相
手
取
り
､
勘
定
奉
行
所

に
出
訴
し
た
｡
そ
の
際
の
訴
状
が
史
料
8
で
あ
る
｡

3楓
E

史
料
8(前
欠
)

組
頭

訴
訟
人

長
左
衛
門

難
渋
出
入

森
川
紀
伊
守
様
御
領
分

下
総
国
千
葉
郡
野
田
村

百
姓

相
手

八

十

郎

年
寄



同

清

兵

衛

右
訴
訟
人
長
左
衛
門
奉
中
上
候
当
村
之
義
高
弐
百
弐
拾
四
石
余
家
数
式
拾
五
軒
有
之
御
当
地
よ
り
東
上
総
房
州
筋
江
之
往
還
潤
井
土
村

助
合
二
而
右
人
馬
勤
方
之
義
ハ
去
申
年
中
迄
ハ
他
村
江
差
出
候
質
地
之
分
ハ
高
掛
り
諸
夫
践
相
除
足
役
と
号
御
伝
馬
之
分
高
壱
石
工
付

鐙
百
五
拾
文
宛
請
取
当
村
工
而
都
而
軒
別
割
二
正
人
馬
差
出
し
相
勤
釆
候
処
連
作
打
続
連
年
村
方
人
少
困
窮
お
よ
ひ
候
上
追
々
諸
家
様

方
御
通
行
多
二
相
成
潤
井
土
村
江
可
相
勤
正
人
馬
差
支
他
村
よ
り
雇
揚
等
も
不
行
届
右
体
軒
別
割
こ
い
た
し
候
両
は
小
高
之
も
の
共
難

儀
仕
候
間
外
村
々
之
通
己
後
入
作
之
も
の
と
も
高
割
正
人
馬
勤
二
致
皮
夫
々
村
方
申
談
し
地
頭
所
江
も
申
立
同
十

一
月
中
議
定
書
い
た

し
出
作
地
所
持
之
も
の
共
江
掛
合
候
処
右
之
内
中
野
瀬
又
両
村
之
者
共
ハ
無
異
儀
承
知
之
上
議
定
書
江
連
印
致
正
人
馬
差
出
し
諸
役
無

滞
相
勤
候
得
共
相
手
両
人
二
限
り
彼
是
勝
手
極
之
義
中
幕
正
人
馬
差
出
し
候
儀
決
而
難
相
成
迷
惑
tt候

ハ
､
勝
手
次
第
可
致
杯
存
外
不

法
申
張
更
二
取
敢
不
申
尤
潤
井
土
村
よ
り
相
手
野
田
村
江
格
別
里
数
相
隔
候
ハ
､
正
人
馬
難
儀
二
可
有
之
候
得
共
同
村
之
義
は
当
村
よ

り
僅
道
法
三
拾
丁
余
二
而
野
田
村
よ
り
潤
井
土
村
江
は
壱
里
半
な
ら
て
ハ
無
之
既
同
村
助
郷
村
之
内
金
剛
地
板
倉
両
村
之
義
は
潤
井
土

村
江
軌
も
弐
里
余
之
場
所
二
候
得
共
是
以
正
人
馬
二
而
相
勤
況
野
田
村
之
義
は
前
様
聯
之
丁
場
殊
二
村
々
的
例
を
背
正
人
馬
差
拒
候
義

余
り
我
儲
成
取
斗
且
は
右
様
人
少
困
窮
之
当
村
捨
置
候
両
は
差
当
り
御
伝
馬
人
足
差
支
何
様
之
御
沙
汰
可
有
之
哉

1
同
心
痛
当
惑
難
義

仕
候
間
無
是
非
今
般
御
訴
訟
奉
中
上
候
何
卒
以

御
慈
悲
相
手
両
人
披

召
出
前
書
之
始
末
御
吟
味
之
上
御
伝
馬
人
足
正
人
馬
二
而

相
勤
候
様
披

仰
付
披
下
置
皮
革
厩
上
候
以
上

嘉
永
二
酉
年
三
月

筒
井
紀
伊
守
知
行
所

上
総
国
市
原
郡
押
沼
村

役
人
惣
代

組
頭

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)



史
料
館
研
究
紀
要
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宍

訴
訟
人

長

左
衛

門
⑳

御
奉
行
所
様

史
料
8
か
ら
わ
か
る
押
沼
村
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

(
こ

押
沼
村
は
､
村
高
l
二
一四
石
余
､
家
数
二
五
軒
で
あ
り
'

う

る
い
ど

さ
ぬさ

潤

井

土

(戸
)
村

(上
総
国
市
原
郡
'
佐

貫

藩

と
旗
本
森
氏
の
相
給
'
村
高
四
八

一
石
余
'
継
場
で
あ
っ
た
)
へ
の
助
郷
を
勤
め
て
い
た
｡

(二
)
助
郷
の
勤
め
方
は
'
嘉
永
元
年
ま
で
は
'
他
村
か
ら
の
入
作
地
に
つ
い
て
は
高

一
石
に
つ
き
鐙

一
五
〇
文
を
入
作
百
姓
か
ら
受
け

取
り
､
押
沼
村
の
者
が
軒
別
割
で
正
人
馬
を
差
し
出
し
て
き
た
｡
し
か
し
､
連
年
の
不
作
に
よ
る
人
口
減
少
と
､
通
行
量
の
増
大
に
よ
り
､

正
人
馬
勤
め
に
差
し
支
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
｡
ま
た
'
軒
別
割
で
は
持
高
の
少
な
い
者
が
難
儀
を
す
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
｡

(三
)
そ
こ
で
'
以
後
は
入
作
百
姓
に
も
高
割
で
正
人
馬
を
勤
め
て
も
ら
う
よ
う
に
村
方
で
相
談
し
､
嘉
永
元
年

一
一
月
に
議
定
書
を
作

成
し
'
入
作
百
姓
に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
､
中
野

･
瀬
又
両
村
の
者
は
承
知
し
た
が
'
八
十
郎
と
清
兵
衛
の
二
人
に
限
っ
て
承
知
し
な
い
｡

(四
)
こ
の
ま
ま
で
は
助
郷
勤
め
に
差
し
支
え
て
し
ま
う
の
で
､
な
に
と
ぞ
両
人
に
助
郷
役
を
正
人
馬
で
勤
め
る
よ
う
命
じ
て
ほ
し
い
｡

(34
)

押
沼
村
の
主
張
に
つ
い
て
'
史
料
8
に
先
立
っ
て
嘉
永
二
年
二
月
に
作
成
さ
れ
た
訴
状
か
ら
､
次
の
二
点
を
補
足
し
て
お
き
た
い
｡

(
一
)
押
沼
村
は
困
窮
の
村
方
で
'
他
村
へ
の
質
流
れ
地
が
増
大
し
て
い
る
｡
と
り
わ
け
'
八
十
郎
に
二
三
石
九
斗
六
升
三
台
､
清
兵
衛

へ
六
石
六
斗
七
台
五
勺
t
.野
田
村
の
平
兵
衛
ほ
か
三
人
へ
五
石
三
斗
七
升
八
台
五
勺
'
合
わ
せ
て
三
五
石
九
斗
四
升
九
台

(村
高
の
約

一

六
%
)
が
越
石
と
な
っ
て
い
る
｡

(二
)
助
郷
人
馬
の
勤
め
方
を
め
ぐ
る
交
渉
の
過
程
で
､
平
兵
衛
ほ
か
三
人
は
､
い
ず
れ
も
押
沼
村
に

お
け
る
所
持
高
が
少
な
い
の
で
､
元
の
所
持
者
と
対
談
の
上
､
代
金
を
受
け
取
っ
て
土
地
は
元
の
所
持
者
に
返
し
た
｡

以
上
の
押
沼
村
側
の
主
張
に
対
す
る
八
十
郎
'
清
兵
衛
の
返
答
書

(実
際
の
返
答
人
は
八
十
郎
の
親
十
歳
)
を
次
に
掲
げ
る
｡

(35
)

史
料
9

乍
恐
以
返
答
書
奉
中
上
候



下
総
国
千
葉
郡
野
田
村
百
姓
八
十
郎
年
寄
清
兵
衛
両
人
煩
二
付
右
八
十
郎
親
十
戒
革
中
上
候
今
般
上
総
国
市
原
郡
押
沼
村
役
人
惣
代
組

頭
長
左
衛
門
Ac右
両
人
江
相
懸
難
渋
出
入
申
立
当

御
奉
行
所
様
江
御
訴
訟
奉
中
上
候
当
二
日
御
差
日
之

御
尊
判
頂
戴
披
相
附
拝

見
承
知
奉
畏
乍
恐
返
答
書
を
以
左
工
事
中
上
候

(夫
カ
)

一

訴
訟
人
長
左
衛
門
申
立
候
は
押
沼
村
之
義
同
国
潤
井
戸
村
助
台
村
二
両
人
馬
勤
方
之
儀
他
村
江
差
出
し
候
質
地
之
分
は
高
掛

り

者

銭
相
除
足
役
と
号
御
伝
馬
分
高
壱
石
二
付
百
五
拾
文
受
取
村
方
方
正
人
馬
差
出
勤
来
候
処
人
少
困
窮
い
た
し
候
上
御
通
行
多
二
相
成

正
人
馬
差
支
候
二
付
去
申
十

一
月
申
出
作
所
持
之
も
の
共
江
巳
来
高
割
正
人
馬
勤
二
致
度
旨
懸
合
候
処
中
野
瀬
又
両
村
は
承
知
議
定

書
江
連
印
い
た
し
候
得
共
相
手
両
人
二
限
り
正
人
馬
難
差
出
迷
惑
.1候
ハ
､
勝
手
次
第
可
致
旨
存
外
不
法
中
幕
取
敢
不
申
杯
其
外
品
々

訴
上
候
此
段
悉
相
違
之
儀
二
御
座
候
当
村
之
儀
は
上
総
筋
之
往
還
継
場
村
二
而
御
座
候
処
家
数
は
六
拾
六
軒
有
之
候
得
共
高
は
漸
八

拾
八
石
余
な
ら
て
ハ
無
之
素
Ac
鹿
田
薄
地
之
土
地
村
内

1
同
二
而
可
耕
程
之
地
所
も
無
之
候
二
付
他
村
地
面
下
作
等
仕
駅
場
御
伝
馬

御
用
其
外
諸
役
共
相
勤
漸
其
日
を
相
営
候
極
難
小
高
之
村
方
故
近
村
手
余
地
等
引
受
丹
情
い
た
し
就
中
押
沼
村
出
作
地
之
儀
は
往
古

(マ
マ)

之
事
故
年
数
之
儀
相
弁
不
申
候
得
共
私
共

古
凡
六
七
代
己
前
之
田
其
頃
は
右
田
地
荒
地
同
様
之
地
所
殊
二
猪
鹿
発

向

之
潮
故
作
物
実

法
候
而
も
披
喰
荒
御
年
貢
こ
も
引
足
り
不
申
年
柄
間
々
有
之
押
沼
村
二
而
も
進
退
不
行
届
候
を
先
祖
之
者
共
後
年
之
た
め
と
引
受
数

年
来
多
分
之
入
用
相
懸
丹
情
い
た
し
候
二
付
近
年
二
至
り
漸
作
徳
も
有
之
当
節
は
別
而
地
味
宜
敷
熱
田
仕
当
村
小
前
之
者
共
井

二
押

(致
)

沼
村
之
者
共
江
も
小
作
為
至

御

年
貢
は
勿
論
人
馬
賃
銭
諸
役
銭
共
押
沼
村
方
割
合
次
第
差
出
珊
無
滞
差
出
来
候
処
両
三
年
己
前

古
右

地
所
受
戻
之
儀
度
々
中
米
候
得
共
六
七
代
巳
前

古
多
分
之
入
用
相
懸
後
年
之
た
め
と
丹
精
至
し
候
地
所
殊
二
外
村
方
ttも
右
tt准
シ

候
出
石
地
多
分
御
座
候
故
押
招
村
役
人
共
任
望
候
而
は
外
村
も
同
様
受
戻
し
可
相
成
左
候
而
は
小
高
之
村
方
小
前
之
者
共
手
作
可
致

地
所
無
之
様
罷
成

且
は
先
祖
よ
り
村
為
と
存
し
丹
精
至
候
甲
斐
も
無
之
差
当
継
場
御
用
御
差
支
之
儀
眼
前
二
付
其
段
中
断
其
後
も
再

応
懸
合
有
之
候
得
共
前
同
様
挨
拶
至
候
然
処
去
申
十
二
月
中
職
人
長
左
衛
門
罷
趨
当
時
人
少
工
而
諸
役
差
支
候
二
付
野
田
村
出
作
地

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)
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史
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要

第
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六

八

之
分
は
潤
井
戸
村
助
合
人
馬
巳
来
正
人
馬
差
出
可
申
旨
之
懸
合
二
付
驚
入
当
村
之
儀
は
外
村
と
達
ひ
上
総
筋
之
往
還
二
而
継
場
二
俣

得
共
小
高
二
而
御
用
相
勤
り
兼
候
故
先
年
よ
り
近
村
手
余
り
又
は
悪
地
之
地
所
引
受
丹
精
い
た
し
其
上
他
村
持
之
田
地
下
作
い
た
し

其
日
を
送
漸

御
公
用
語
役
相
勤
候
難
渋
之
村
方
正
人
馬
差
出
し
候
而
ハ
当
村
継
場
御
用
差
支
候
は
眼
前
之
儀
二
有
之
殊
二
先
年

よ
り
出
石
高
之
分
正
人
馬
二
而
相
勤
候
儀
近
郷
村
ニ
テ
累
例
無
之
儀
は
押
沼
村
之
者
共
乍
相
弁
居
右
様
之
儀
申
開
候
儀
余
り
無
鉢
之

懸
合
心
外
と
は
存
候
得
共
穏
便
専

一
と
相
心
得
何
分
是
迄
之
通
話
役
賃
銭
其
村
よ
り
割
合
次
第
差
出
し
可
申
候
間
正
人
馬
之
儀
は
用

捨
い
た
し
呉
候
様
相
歎
侯
得
共
更
二
聞
入
不
申
然
上
は
田
地
所
持
之
者
相
手
取
出
訴
至
候
旨
申
張
候
二
付
当
村
平
兵
衛
外
三
人
は
小
々

之
地
面
所
持
い
た
し
居
被
相
手
取
候
而
ハ
困
窮
之
身
分
返
答
も
難
相
成
と
乍
心
外
願
人
長
左
衛
門
任
申
少
々
之
金
子
受
取
地
処
差
戻

し
候
儀
之
処
八
十
郎
清
兵
衛
相
手
取
当
二
月
中
訴
訟
方
御
地
頭
所
江
願
出
私
共
領
主
役
場
江
御
懸
合
二
相
成
訴
状
面
ニ
ハ
押
沼
村
之

儀
追
々
困
窮
い
た
し
詰
人
足
相
勤
候
者
十
八
人
馬
弐
疋
な
ら
て
ハ
無
之
助
合
人
馬
差
支
無
詮
方
買
揚
人
馬
等
い
た
し
漸
相
勤
候
趣
井

八
十
郎
儀
は
有
徳
こ
て
金
貨
渡
世
い
た
し
至
而
高
利
之
金
子
候
得
共
銘
々
当
座
之
凌
二
差
支
無
余
儀
地
所
引
当
金
子
借
受
自
然
返
済
･

不
行
届
終
二
田
畑
渡
切
こ
い
た
し
候
様
相
成
其
上
他
村
江
質
流
二
相
成
候
分
ハ
諸
役
銭
無
措
相
勤
候
得
共
相
手
之
者
共
二
限
り
投
銭
と

名
付
高
壱
石
二
付
百
文
又
は
百
五
拾
文
な
ら
て
ハ
不
相
渡
無
余
儀
是
迄
村
中
こ
て
余
荷
侯
杯
品
々
偽
り
之
儀
書
隣
り
候
廠
面
二
付
八

十
郎
清
兵
衛
AJ)も
始
末
書
領
主
役
場
江
差
出
し
候
処
格
外
相
違
之
儀
ゆ
へ
差
戻
し
こ
相
成
候
処
今
般
訴
状
面
引
遵
奉
出
訴
候
文
面
之

内
去
十

一
月
地
頭
江
申
立
儀
定
書
い
た
し
出
作
之
内
中
野
瀬
又
両
村
は
無
異
儀
承
知
印
形
至
正
人
馬
差
出
し
候
旨
申
立
候
得
共
同
村

之
儀
は
素

言
継
場
二
無
之
矢
張
潤
井
戸
助
合
村
二
有
之
殊
更
両
村
地
面
押
沼
村
二
而
所
持
致
居
相
互
二
出
作
地
持
合
候
事
故
何
様
こ
も

相
対
可
相
成
候
得
共
私
共
村
方
は
継
場
二
而
御
用
相
嵩
候
節
は
不
残
出
払
二
相
成
候
儀
間
々
有
之
右
様
之
儀
二
御
座
候
得
は
押
招
村

出
作
分
正
人
馬
勤
二
相
成
候
て
は
村
方
御
継
立
御
用
差
支
之
儀
眼
前
二
而
誠
二
以
難
渋
至
極
工
率
存
候

且
押
沼
村
之
儀
困
窮
人
少
之

旨
訴
上
候
得
共
同
村
之
儀
は
近
隣
稀
成
福
地
二
而
小
前
こ
い
た
る
ま
て
近
来
は
別
而
有
徳
二
相
暮
家
数
三
十
軒
程
中
二
は
壱
軒
二
而
馬



弐
疋
宛
所
持
致
候
も
の
も
有
之
凡
三
拾
疋
余
有
之
夫
而
巳
な
ら
す
四
五
ケ
年
前
よ
り
多
分
之
新
田
畑
開
発
い
た
し
猶
夫
己
前

古
近
村

番
場
村
其
外
一l而
多
分
之
出
石
所
持
至
候
程
之
儲
放
出
作
地
之
分
正
人
馬
二
無
之
候
而
も
耶
差
支
候
儀
決
而
無
之
然
ル
を
右
様
之
難

題
申
懸
候
は
全
前
書
二
奉
中
上
候
地
所
受
戻
し
之
儀
中
断
候
得
共
当
時
熱
田
二
相
成
相
応
之
作
徳
有
之
工
付
弥
増
欲
情
難
止
手
遠
之

潤
井
戸
村
江
正
人
馬
二
而
為
相
勤
難
渋
相
懸
ケ
自
然
と
右
地
所
小
金
二
而
為
手
放
可
申
窓
巧
ミ
を
以
御
伝
馬
御
用
工
事
寄
剰
中
野
瀬

又
両
村
を
抱
込
ミ
儀
定
書
江
為
致
連
印
石
工
基
正
人
馬
為
差
出
可
中
と
深
相
巧
ミ
候
二
相
違
無
御
座
候
其
詮
は
今
般
之
額
面
二
去
十

一

月
中
地
頭
所
江
も
申
立
儀
定
書
い
た
し
出
作
之
者
へ
懸
合
候
処
右
両
村
之
者
は
無
臭
儀
連
印
致
正
人
馬
二
而
無
滞
相
勤
候
旨
認
有
之

(掠
カ
)

候
得
共
当
二
月
中
領
主
役
場
江
御
懸
合
御
座
候
節
之
願
書
二
は
右
等
之
儀
更
tt無
之
全
取

扱

之

証

拠
と
乍
恐
奉
存
候
然
ル
ニ
右
巧
二
落

人
正
人
馬
披

仰
付
候
様
相
成
候
而
は
素
Ac小
高
辺
邸
之
継
場

御
公
用
諸
役
は
多
候
得
共
旅
人
通
行
無
数
休
泊
無
之
村
方
故
村

益
は
薄
農
業

一
派
二
而
経
営
致
候
処
右
出
作
地
差
戻
し
候
様
成
行
候
而
ハ
第

一
御
伝
馬
御
継
立
話
役
共
差
支

且
は
数
代
丹
精
い
た
し

漸
熱
田
致
候
地
所
二
相
放
れ
候
而
己
な
ら
す
小
前
之
者
共
作
付
可
致
地
所
無
之
様
罷
成
自
然
墳
百
姓
多
-
出
来
可
中
と
労
以
難
渋
当

惑
至
極
二
奉
存
候
間
何
卒
以

御
慈
悲
右
様
之
難
題
不
申
懸
往
古
仕
来
之
通
り
披

仰
付
数
代
所
持
致
候
押
沼
村
出
作
地
無
難
二

相
続
村
方
御
継
立
御
用
御
差
支
こ
不
相
成
候
様
卸
間
済
之
程
奉
臓
上
候
猶
委
細
之
儀
ハ
御
尋
之
節
乍
恐
口
上
を
以
可
奉
中
上
候
己
上

森
川
紀
伊
守
領
分

下
総
国
千
葉
郡
野
田
村

百
姓
八

十

郎

年
寄
椅

兵

衛

右
両
人
煩
ェ
付
代

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
1
号

嘉
永
二
酉
四
月

吉右
八
十
郎
親

返
答
人

十

歳

御
奉
行
所
様

史
料
9
か
ら
わ
か
る
両
人
の
反
論
の
要
旨
は
'
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

(
一
)
押
沼
村
へ
の
出
作
地
は
､
昔
の
こ
と
な
の

で
年
数
も
わ
か
ら
な
い
が
､
私
ど
も
よ
り
お
よ
そ
六
､
七
代
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
｡
当
時
は
荒
れ
地
同
様
の
地
所
だ
っ
た
の
を
'
先

(36
)

祖
が
多
く
の
費
用
を
か
け
て
丹
精
し
た
の
で
､
よ
う
や
く
作
物
も
よ
く
実
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
'
二
㌧
三
年
以
前
か
ら
た
び
た
び
押

沼
村
が
地
所
請
け
戻
し
を
求
め
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
し
か
し
'
こ
れ
ま
で
長
年
丹
精
込
め
て
き
た
地
所
で
あ
り
､
こ
こ
で
手
放
し
て

は
丹
精
の
甲
斐
が
な
く
な
る
｡
ま
た
'
他
の
村
に
も
野
田
村
の
出
作
地
が
多
く
あ
る
の
で
､
こ
こ
で
押
沼
村
の
要
求
を
容
れ
る
と
､
他
の

村
も
同
様
に
請
け
戻
し
を
求
め
て
-
る
で
あ
ろ
う
｡
そ
こ
で
'
こ
れ
ま
で
押
沼
村
の
要
求
を
断
っ
て
き
た
｡

(二
)
野
田
村
は
土
気
往
還

の
継
場
で
あ
り
'
潤
井
戸
村
助
郷
に
正
人
馬
を
差
し
出
し
て
は
､
自
村
の
継
立
御
用
に
差
し
支
え
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
'
中
野

･
瀬
又

両
村
と
は
わ
け
が
違
う
｡

(三
)
押
沼
村
の
真
意
は
'
助
郷
役
を
正
人
馬
で
勤
め
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
-
､
こ
う
し
た
難
題
を

ふ
っ
か
け
る
こ
と
に
よ
り
'
わ
ず
か
の
金
で
質
流
れ
地
を
請
け
戻
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
｡

(四
)
だ
か
ら
'
助
郷
役
は
こ
れ
ま
で

通
り
賃
銭
で
勤
め
さ
せ
て
ほ
し
い
｡

こ
の
争
論
は
嘉
永
二
年
に
済
口
証
文
が
作
ら
れ
て
､
嘉
永
二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
五
年
間
試
み
に
人
足

一
人
二
四
八
文
'
馬

一
疋
三
四

八
文
の
割
で
賃
銀
勤
め
を
や
っ
て
み
て
､
そ
れ
で
支
障
が
で
た
な
ら
ば
'
嘉
永
七
年
か
ら
正
人
馬
で
勤
め
る
こ
と
に
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
｡
そ
の
後
'
押
沼
村
側
が
小
前
村
役
人
惣
代
と
し
て
年
番
名
主
重
右
衛
門
を
立
て
て
'
八
十
郎
'
清
兵
衛
を
相
手
取
っ
て
再
度
幕

府
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
｡
そ
し
て
､
嘉
永
七
年
の
済
口
証
文
で
は
'
八
十
郎
と
清
兵
衛
が
出
作
地
分
の
助
郷
役
を
正
人
馬
で
勤
め
る
こ
と



が
確
認
さ
れ
'
そ
の
代
わ
り
八
十
郎
と
清
兵
衛
の
出
作
地
の
う
ち
'
こ
れ
ま
で
押
沼
村
の
者
が
小
作
し
て
い
た
分
は
両
名
に
返
し
て
手
作

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

(37
)

○

以
上
の
争
論
の
経
過
か
ら
'
村
の
耕
地
の
う
ち
他
村
か
ら
の
入
作
地
が
多
-
な
る
と
､
他
村
の
人
間
に
は
共
同
体
規
制
が
十
分
に
は
た

ら
か
な
い
の
で
'
そ
こ
に
か
か
る
諸
役

(
こ
の
場
合
に
は
助
郷
役
)
の
徴
収
が
村
側
の
思
う
通
り
に
い
か
な
く
な
り
､
そ
こ
で
押
沼
村
と

し
て
は
'
村
側
の
求
め
る
通
り
に
諸
役
を
勤
め
る
か
､
そ
れ
と
も
入
作
地
を
村
に
返
す
か
の
ど
ち
ら
か
を
入
作
百
姓
に
要
求
し
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
｡

次
に
'
押
招
村
の
事
例
に
関
連
し
て
'
平
山
村
と
遍
田
村
の
争
論
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
｡
両
村
は
共
に
下
総
国
千
葉
郡
に
属
し
､
生

実
藩
領
で
､
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
南
生
実
'
大
金
沢
､
野
田
､
押
沼
各
村
の
近
村
で
あ
り
'
平
山
村
は
村
高
五
五

一
石
余
'
遍
田
村
は

一

九

〇
石
余
で
あ
っ
た
｡

嘉
永
年
間
頃
､
平
山
村
の
帳
元
金
右
衛
門
'
組
頭

一
同
が
'
遍
田
村
の
百
姓
三
名
の
越
石
耕
地
の
返
還
を
求
め
て
､
領
主
に
訴
願
を
行
っ

て
い
る
｡
そ
の
際
の
訴
状
を
次
に
掲
げ
る
｡

(胡
)

史
料
10

乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
候

御
領
分
平
山
村
帳
元
金
右
衛
門
井
組
頭

一
同
奉
中
上
候
私
共
村
方
之
義
は
困
窮
之
村
柄
故
村
持
高
之
内
百
四
拾
九
石
四
斗
五
升
七
台
北

生
実
村
宮
崎
村
佐
和
村
野
田
村
遍
田
村
右
五
ケ
村
之
内
越
石
持
二
相
成
候
内
外
村
之
儀
は
村
内
江
賄
人
相
立
置

御
上
様
御
上
納
皆

済
之
後
It地
主
徳
米
ヲ
相
渡
候
遍
田
村
之
義
は
賄
人
無
之
罷
過
候
然
処
約
万
衆
古
御
殿
様
御
参
府
前
二
皆
済
可
致
様
之
御
達
も
有
之
依

之
是
非
皆
済
仕
度
存
候
衛
共
当
年
は
連
作
二
付
小
前
之
者
共
卸
年
貢
不
足
之
者
多
く
有
之
村
内
倍
々
仕
候
処
皆
済
一lも
不
行
届
無
拠
也

石
高
之
内
弐
拾
四
石
九
斗
弐
升
九
台
遍
田
村
兵
右
衛
門
持
拾
九
石
四
升
三
台
同
村
専
右
衛
門
持
拾
弐
石
五
斗
七
升
四
合
同
弥
四
郎
持
右

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

七
1



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

七
二

越
石
之
内
大
高
之
事
故
十
月
廿
日
二
御
年
貢
弐
表
宛
二
御
上
納
致
呉
候
様
相
頼
候
処
承
知
致
呉
候
故
廿
六
日
之
升
目
二
以
定
使
ヲ
御
年

貢
斗
り
候
ハ
ゝ

小
札
ヲ
可
退
不
斗
候
ハ
ゝ

今
日
は
納
方
衆
夕
方
迄
相
頼
御
年
貢
取
立
仕
候
間
今
日
中
二
斗
呉
候
様
中
退
候
得
共
斗
呉
不

申
候
二
付
又
々
以
定
使
ヲ
十

一
月
二
日
迄
二
是
非
皆
済
仕
度
候
二
付
急
皮
斗
り
呉
候
様
申
退
候
得
共
有
無
之
挨
拶
も
無
之
斗
呉
不
申
右

日
限
二
皆
済
不
相
成
申
依
之
御
上
様
江
合
升
ヲ
御
願
中
上
漸
皆
済
仕
候
御
年
貢
筋
之
儀
は
前
々
Ac

御
上
様
御
上
納
皆
済
二
不
相
成

内
は
地
主
徳
米
内
取
不
相
成
売
米
は
猶
以
仕
間
敷
旨
厳
敷
申
聞
置
候
処
右
三
人
之
者
共
遍
田
村
江
入
作
之
分
不
残
内
取
仕
私
共
村
方
江

入
作
之
分
二
而
御
上
納
辻
浜
野
村
御
蔵
迄
為
致
御
上
納
候
小
前
者
ど
も
甚
難
儀
仕
但
勝
手
而
己
二
相
募
り
候
得
共
支
配
遵
之
事
故
無
詮

方
夫
成
致
置
候
故
猶
亦
外
々
江
茂
押
移
り
御
年
貢
取
立
向
御
差
支
二
相
成
候
而
は
奉
恐
入
候
殊
二
小
前
之
者
共
必
死
卜
難
渋
至
極
仕
候

(マ
マ)

得
と
も
御
上
様
江
御
尊
労
奉
掛
候
茂
恐
多
御
座
候
二
付
右
三
人
之
持
地
不
残
貰
受
度
旨
申
入
候
得
共

も

致

返
地
呉
不
申
依
之
恐
多
不
顧

奉
歎
頗
候
格
別
之
以
御
慈
悲
ヲ
前
文
之
始
末
被
為
分
間
召
右
地
面
貰
受
It相
成
候
様
伏
而
奉
願
上
候
左
候
上
は
御
年
貢
取
立
は
不
及

申
上
二
小
前
末
々
迄
相
助
り
莫
大
之

御
慈
悲
冥
加
之
程
難
有
仕
合
工
事
存
候
猶
委
細
之
儀
は
御
尋
之
節
口
上
二
而
可
奉
中
上
候
以
上

史
料
10
か
ら
わ
か
る
平
山
村
の
主
張
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

(
l
)
平
山
村
は
困
窮
の
村
ゆ
え
'
村
高
の
う
ち

1
四
九
石
四
斗

五
升
七
台

(村
高
の
約
二
七
%
)
が
北
生
実
村
､
宮
崎
村
'
佐
和
村
'
野
田
村
'
遍
田
村
の
玉
か
村
へ
越
石
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち
､

遍
田
村
を
除
-
四
か
村
の
越
石
百
姓
は
平
山
村
に
賄
人
を
置
い
て
お
り
､
賄
人
は
領
主
へ
の
年
貢
上
納
が
済
ん
だ
後
で
地
主
に
徳
米
を
渡

し
て
い
る
｡
と
こ
ろ
が
'
遍
田
村
だ
け
は
防
人
が
い
な
い
｡

(二
)
越
石
百
姓
の
う
ち
､
遍
田
村
兵
右
衛
門
が
二
四
石
九
斗
二
升
九
台
､

同
村
専
右
衛
門
が

1
九
石
四
升
三
台
'
同
村
弥
四
郎
が

1
二
石
五
斗
七
升
四
台
'
計
五
六
石
五
斗
四
升
六
合

(越
石
高
の
約
三
八
%
)

と
'
こ
の
三
人
の
所
持
地
が
越
石
の
内
で
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
が
'
彼
ら
が
年
貢
納
入
を
遅
滞
す
る
の
で
'
年
貢
上
納
に
差
し
支

え
て
い
る
｡
ま
た
彼
ら
は
､
越
石
の
内
遍
田
村
の
者
に
小
作
さ
せ
て
い
る
土
地
か
ら
の
産
米
は
残
ら
ず
自
分
達
で
と
り
'
平
山
村
の
者
に

小
作
さ
せ
て
い
る
土
地
の
産
米
を
年
貢
米
に
充
て
て
､
浜
野
村
に
あ
る
生
実
藩
の
蔵
ま
で
上
納
さ
せ
る
の
で
'
小
作
し
て
い
る
平
山
村
の



小
前
の
者
共
が
過
重
な
年
貢
米
運
搬
の
負
担
を
負
っ
て
甚
だ
難
渋
し
て
い
る
｡

(三
)
そ
の
た
め
'
こ
の
三
人
の
所
持
地
を
平
山
村
に
返

し
て
く
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
た
が
承
知
し
な
い
｡
そ
こ
で
出
訴
す
る
次
第
で
あ
る
｡

こ
の
訴
訟
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
'
平
山
村
が
越
石
耕
地
の
返
還
を
要
求
す
る
の
は
'
越
石
百
姓
が
年
貢
納
入
に
関
し
て
'
遅
滞
し

た
り
､
村
民
に
過
重
な
負
担
を
か
け
た
り
す
る
の
で
'
年
貢
皆
済
に
支
障
を
来
す
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

こ
れ
を
押
沼
村
の
場
合
と
合
わ
せ
考
え
る
と
'
村
が
越
石
耕
地
の
請
け
戻
し
を
求
め
る
理
由
の
1
つ
に
'
越
石
百
姓
に
は
共
同
体
規
制

が
十
分
及
ば
な
い
た
め
'
年
貢
諸
役
の
納
入
に
際
し
て
村
の
意
に
従
わ
な
い
事
が
多
-
'
そ
の
結
果
年
貢
上
納
や
諸
役
勤
め
に
差
し
支
え

る
t
と
い
う
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

第
三
章

そ
の
他
の
村
々
の
場
合

本
章
で
は
'
村
民
の
所
持
地
の
移
動

(質
入
れ
､
質
流
れ
､
売
買
､
譲
渡
な
ど
)
に
対
す
る
村
の
関
与
に
つ
い
て
'
い
-
つ
か
の
村
の

事
例
を
あ
げ
て
検
討
し
た
い
｡

第

一
節

豊
田
村
の
場
合

に

わ

だ
に

は
か

た

本
節
で
と
り
あ
げ
る
和
泉
国
大
鳥
郡
上

神

谷

豊

田
村
は
､

｢天
保
郷
帳
｣
で
村
高
八
二
〇
石
余
'
伯

太

藩
渡
辺
氏
領
の
村
で
あ

っ
た
｡

ま
ず
次
の
史
料
を
検
討
し
た
い
｡

(39
)

史
料
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(瑞
養
育
)

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
遠
)
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.叫
=
P

･.
i

吉
新
田

善
右
衛
門

組

_

座
｣

差
入
申

一
札
之
事

一

私
所
持
之
字
伏
尾
畑
弐
ヶ
所
､
此
度
伏
尾
新
田
嘉
兵
衛
方
江
質
物
二
差
入
､
銀
子
四
百
五
拾
目
借
用
申
度
候
二
付
､
御
役
印
御
頼

中
上
候
処
'
畑
地
之
儀
者
先
例
他
村
江
質
物
二
差
入
候
ハ
～
､
若
流
地
二
相
成
候
得
者
'
表
名
前
之
義
者
其
値
二
両
､
他
村
与
リ
ハ
越
シ

年
貢
二
致
し
候
村
方
御
取
締
二
付
'
此
度
も
右
質
物
証
文
江
越
年
貴
之
訳
御
書
顕
可
披
成
旨
被
仲
間
御
尤
奉
存
､
其
段
先
方
江
及
引

合
候
処
'
夫
二
両
ハ
銀
主
方
不
承
知
二
両
出
銀
難
相
成
披
申
聞
'
何
分
右
之
銀
子
無
之
候
両
者
当
暮
難
凌
御
座
候
二
付
へ
組
内
ヲ
以
段
々

御
頼
中
上
'
自
然
右
畑
流
地
二
相
成
候
節
者
'
何
程
銀
高
相
重
り
候
共
'
組
内
江
引
詩
銀
子
相
立
'
い
ケ
様
之
義
有
之
候
共
､
畑
地

相
流
シ
中
間
敷
候
｡
全
此
度
之
義
者
組
内
之
者
共
右
御
請
合
中
上
候
二
付
'
御
調
印
被
下
候
段
忘
却
仕
問
敷
候
｡
為
念
請
合

1
札
の

而
如
件
｡

卯
十
二
月

天
保
弐
年

豊
田
村
新
田
本
人善

右

衛

門
⑳

同
村
組
内

平

七
⑳

同

断

重

兵

衛
⑳

同

断

九

兵

衛
⑳

村
御
役
人
衆
中

(40
)

史
料
11
か
ら
'
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
｡

(
一
)
豊
田
村
に
お
い
て
は
､
畑
地
を
他
村
の
者
に
質
入
れ
す
る
と
き
に
は
､
も
し
流
地
に



(
41

)

な
っ
て
も
'
検
地
帳
等
に
記
載
さ
れ
た
所
持
者
の
名
義
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
'
越
年

貢

に

す
る
と
い
う
の
が
前
々
か
ら
村
の
決
ま
り
に
な
っ

て
い
る
｡

(二
)
今
回
の
場
合
も
質
地
証
文
に
そ
の
旨
明
記
す
る
よ
う
村
役
人
に
言
わ
れ
､
善
右
衛
門
と
し
て
も
も
っ
と
も
だ
と
恩
う
が
､

銀
主
嘉
兵
衛
が
そ
れ
で
は
不
承
知
だ
と
い
う
｡
そ
こ
で
万

一
流
地
に
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
'
五
人
組
の
者
が
借
金
を
立
て
替
え
て
嘉
兵

衛
に
支
払
い
､
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
流
地
に
は
し
な
い
｡

(三
)
こ
の
よ
う
に
五
人
組
の
者
が
請
け
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
､
質

地
証
文
に
村
役
人
の
加
判
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
｡

(42
)

こ
れ
に
他
の
史
料
の
検
討
結
果
も
加
え
る
と
'
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
｡

(
一
)
豊
田
村
で
は
'
村
の
新
開
畑
を
他
村
の
者
に
流

地
'
譲
渡
'
売
却
な
ど
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
'
村
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
｡

(二
)
そ
の
た
め
､
村
民
が
新
開
畑
に
お
け
る
自
己
の

所
持
地
を
他
村
の
者
に
質
入
れ
す
る
場
合
に
は
'
①
五
人
組
の
者
な
ど
が
詩
人
と
な
り
'
流
地
に
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
立
て
替
え
払
い

を
し
て
'
決
し
て
流
地
に
は
し
な
い
旨
の
一
札
を
村
役
人
に
入
れ
る
か
'
②
流
地
に
な
っ
た
場
合
に
も
'
帳
簿
上
の
名
義
は
元
の
所
持
者

(豊
田
村
百
姓
)
の
ま
ま
に
し
て
お
き
'
年
貢
は
実
質
上
の
所
持
者

(他
村
の
百
姓
)
か
ら
名
目
上
の
所
持
者

(豊
田
村
百
姓
)
に
渡
し
'

名
目
上
の
所
持
者
か
ら
豊
田
村
に
納
入
す
る
t
と
い
う
こ
と
を
､
あ
ら
か
じ
め
質
地
証
文
に
明
記
す
る
か
､
こ
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(三
)
以
上
の
こ
と
か
ら
､
豊
田
村
で
は
'
他
村
へ
の
土
地
流
出
を
防
ぐ
た
め
'
村
法
に
お
い
て
規
制
し
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
'
名
目
上
は
と
も
か
-
実
質
的
に
は
流
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
'
規
制
力
が
不
十
分
な
面
も
あ
る
0

ふ
く
た
わ
ら

第
二
節

福

俵

村

の
塙
合

本
節
で
は
'
上
総
国
山
辺
郡
福
俵
村
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
同
村
は
村
高

1
三
三
〇
石
余
､
高
岡
藩
井
上
氏
と
旗
本
河
野
氏
の

相
給
で
あ
っ
た
｡

同
村
で
は
'
天
明
二

(
一
七
八
二
)
～
三
年
に
'
小
前
を
中
心
と
す
る
惣
百
姓
と
村
役
人
と
の
問
で
村
方
騒
動
が
起
こ
っ
た
｡
次
に
'

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
逸
)

宝



史
料
館
研
究
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要

第
二
一
号

天
明
二
年

一
二
月
に
､
惣
百
姓
惣
代
新
右
衛
門
が
地
頭
所
へ
差
し
出
し
た
訴
状
の
一
節
を
掲
げ
る
｡

(43
)

史
料
12
1

村
方
百
姓
所
持
之
田
地
他
村
江
質
地
三
冗
渡
候
儀
井
二
無
尽
等
之
義
御
法
度
之
旨
先
達
テ
役
人
中

古
披
申
渡
候
得
共
'
近
年
至
而

及
困
窮
ll難
相
続
二
付
所
持
之
田
地
殊
之
外
他
村
江
質
他
流
地
二
相
渡
難
義
至
極
仕
罷
在
候
｡
依
之
以
来
は
足
役
之
義
何
分
高
割
二
披

仰
付
披
下
置
候
様
偏
三
春
厩
上
候
｡

史
料
12
及
び
そ
の
他
の
箇
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
｡

(
一
)
福
俵
村
は
元
来
困
窮
の
村
方
だ
っ
た
が
'
近
年
と

(44
)

り
わ
け
難
渋
し
て
お
り
'
年
々
潰
百
姓
が
発
生
し
て
い
る
｡

(二
)
村
方
百
姓
が
所
持
田
地
を
他
村
の
者
へ
質
入
れ

(年
季
売
)
な
ど
す

る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
､
先
だ
っ
て
村
役
人
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
け
れ
ど
も
､
近
年
は
困
窮
に
迫
ら
れ
て
現
実
に
は
村
民
の
所
持
田
地
が
質

地
や
質
流
れ
地
の
形
で
他
村
の
者
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
い
､

一
層
難
儀
し
て
い
る
0

(三
)
そ
こ
で
'
以
来
は
人
足
役
を
高
割
に
し
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
｡

そ
し
て
史
料
12
に
関
連
し
て
へ
同
村
で
は
他
村
へ
の
土
地
流
出
防
止
の
具
体
的
対
策
と
し
て
'
金
の
必
要
な
村
民
に
は
村
が
質
地
を
取
っ

て
金
を
貸
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
｡
表
I
は
､
福
俵
区
有
文
書
中
に
残
る
'
村
民
を
差
出
人
と
す
る
質
地
証
文
に
つ
い
て
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
が
へ
こ
れ
ら
の
質
地
証
文
は
､

(
一
)
宛
所

(借
用
相
手
)
が
村
方
役
所
､
ま
た
は
村
役
人

(割
元
'
名
主
'
組
頭
'
宮
免

支
配
人
な
ど
)
で
あ
る
こ
と
'

(二
)
こ
れ
ら
が
区
有
文
書
中
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
t
か
ら
'
村
民
が
村
か
ら
借
金
し
た
際
の
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
借
用
時
期
は
1
八
世
紀
中
頃
か
ら
幕
末
に
及
び
､

一
七
例
中

1
四
例

(全
体
の
八
二
%
)
に
金
子
有
合
次
第
請
戻
し

か
の
と

の
文
言
が
記
載
さ
れ
､
容
易
に
請
戻
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
四
例
で
は
'
質
地
が
村
内
に
あ
る

鹿

渡

社
の
宮
免
田
地

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
福
俵
村
に
お
い
て
は

(
1
)
天
明
期
頃
に
お
い
て
は
'
村
の
土
地
を
他
村
の
者
に
質
入
れ
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ



表
1
福
俵
村
に
お
け
る
村
民
の
村
か
ら
の
借
金
一
覧

借
用
年
月
日

借
用
金
額
年
季
釦
笥
合
榊
戻
し
の
文
言

借
用
相
手

備
考
(史
料

番
号
等
)

寛
保
2
(1742)年
12
月
15
日
2
両
2
分

3
年

育
御
宮
免
御
支
配
人
名
主
十
郎
兵
衛
､
組
頭
衆

中
B
206
-
96

延
享
3
(1746).
12.
25
10

〟
無

鹿
渡
宮
免
分
御

賄
名
主
重
郎
兵
衛

B
206
-
50

寛
延
2
(1749)
.
12.
23
2
2

′′
育

割
元
重
郎
兵
衛
､
組
頭
衆
中

A
4
-
27

′′
′′
1

′
′
′′

′′
〝

B
206
-
47

〟
′′
1

′′
′′

〝
〝

〟
-
55

′′
′′

3
〟

〟
〝
〝

〟
-
82

〝
12.

3
〟
/I
.
鹿
渡
宮
免
分
重
郎
兵
衛

〟
-
15

宝
暦
2
(1752)
.
12.
2
1
5

′′
′′

名
主
重
郎
兵
衛

〟
-
84
明
和
元
(1764)
年

閏
12
月

に
1
両
2
分
を
追
加
借
用

〝
9
(1759).
12.
26
5
2

1
′′

′′
B175明
和
元
年
閏
12月
に
1
両
2分
を
追
加
8

〝
10
(1760).
12.

28
3

3
′′

十
郎
兵
衛

B
206
-
8
1

安
永
7
(1778).
12.

12
′′

無
宮
免
御
支
配
五
郎
左
衛
門
､
組
頭
豊
七

〟
-
28

天
明
7
(1787).
12.

2
2

′′
′′

割
元
重
郎
兵
衛
､
与
頭
衆
中

〟
-
94

宰
相
元
(180
1)
.
4
.
2
1
2
朱
′′

育
a
l村
方
分
当

役
(名
主
)
浅
右
術
門

〟
-
6
1

〝
12.

16
3

〟
′′

名
主
治
右
衛
門
､
組
頭
衆
中

〟
-
100

文
化
7
(18
10).
12
.
18

〟
′′

年
番
名
主
貞
右
衛
門
､
組
頭
未

申
〟
-
90

文
久
元
(186
1)
.
12.



史
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宍

て
い
た
こ
と
､

(二
)
そ
れ
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
'
村
が
質
地
を
取
っ
て
村
民
に
金
を
貸
し
て
い
た
こ
と
'

(三
)
し
か
し
､

実
際
に
は
'
既
に
天
明
期
に
お
い
て
'
質
地
､
質
流
れ
地
な
ど
の
形
で
他
村
の
者
の
手
に
渡
る
土
地
が
増
大
し
て
い
た
こ
と
､
が
わ
か
る
｡

第
三
節

箕
輪
村
の
場
合

か
ぶ
と
や
王

本
節
で
は
'
武
蔵
国
大
里
郡
箕
輪
村
の
事
例
を
と
り
あ
げ
た
い
｡
箕
輪
村
は
'
は
じ
め
箕
輪

甲

山

村

と
称
し
､
元
禄
年
間
に
箕
輪
村
と

甲
山
村
に
分
村
し
た
｡
享
保

二
二
(
一
七
二
八
)
年
以
降
常
陸
下
妻
藩
領
で
､
村
高
四
八
四
石
余
で
あ
っ
た
｡

同
村
で
は
'
寛
延
二

(
一
七
四
九
)
年
に
'
組
頭
を
含
め
た

｢百
姓
共
｣
が
名
主
弥
惣
右
衛
門
を
訴
え
た
村
方
騒
動
が
起
こ
っ
た
が
'

そ
の
訴
状
の
な
か
に
次
の
一
条
が
あ
る
｡

史
料
均
一

田
畑
質
入
致
候
節
､
百
姓
万

古
ハ
壱
反
歩
tt付
金
壱
両
壱
分

AQ弐
両
迄
二
流
地
二
取
置
候
田
地
'
甲
山
村
江
質
二
人
候
二
者
'
壱
反

歩
二
付
六
両

AJ3七
両
迄
二
質
二
人

'
拙
者
共
直
貿
二
為
致
事
成
不
申
故
'
百
姓
困
窮
tt罷
成
候
｡
向
後
拙
者
共
方
二
両
,O
甲
山
村
杯
へ

直
質
地
致
候
節
'
名
主
組
頭
中
無
相
違
致
加
判
呉
候
様
奉
願
上
候
｡
尤
唯
今
迄
茂
名
主
斗
七
八
町
も
甲
山
村
江
越
石
二
相
渡
候
｡
此

投
銭
不
分
明
二
御
座
候
｡
向
後
者
此
投
銭
村
方
請
取
候
而
出
銭
之
足
合
二
仕
度
奉
存
候
｡

こ
の
箇
条
か
ら
'
次
の
諸
点
が
読
み
取
れ
る
｡
(

一)
一
般
の
百
姓
が
名
主
に
田
畑
を
質
入
れ
す
る
際
の
値
段
は
'

一
反
に
つ
き

一
両

一
分
か
ら
二
両
で
あ
る
が
､
名
主
は
そ
れ
を
甲
山
村

(多

分
同
村
臥
名
主
根
岸
家
で
あ
ろ
う
)
へ
1
反
に
つ
き
六
両
か
ら
七
両
で
質
入
れ

し
て
い
る
｡

(二
)

一
般
の
百
姓
は
他
村
へ
直
接
田
畑
を
質
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
困
窮
し
て
い
る
の
で
､
今
後
は

一
般
百
姓
が
土

地
を
直
接
地
相
の
者
に
質
入
れ
し
よ
う
と
す
る
際
､
村
役
人
が
相
違
な
く
加
判
し
て
ほ
し
い
｡

(三
)
今
ま
で
名
主
が
七
㌧
八
町
も
村
の

土
地
を
甲
山
村
へ
越
石
に
渡
し
て
お
り
'
こ
の
越
石
分
に
か
か
る
役
銭
の
勘
定
が
不
分
明
で
あ
る
｡
今
後
は
'
こ
の
投
銭
を
村
方
が
受
け



取
っ
て
出
銭
の
足
し
に
し
た
い
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
寛
延
元
年

一
二
月
に
'
弥
惣
右
衛
門
が
根
岸
喜
太
夫
に
田
二
反
九
畝
二
四
歩
を
質
入
れ
し
た
際
の
値
段
は
七
両

二
分
で
あ
り
SS
)1
反
に
つ
呈

ハ
～
七
両
と
い
う
百
姓
側
の
主
張
は
誇
張
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
,

(
1
)
こ
れ
以
降
,
根
岸
家

文
書
中
に
'
箕
輪
村
の
一
般
百
姓
か
ら
根
岸
家
宛
の
質
地
証
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
'

(二
)
宝
暦
四

(
一
七
五
四
)
年
八
月
に
'
弥
惣
右

(47
)

衛
門
が
名
主
を
退
役
し
､
根
岸
家
が
箕
輪
村
の
兼
帯
名
主
に
な
っ
て
い
る
こ
と

t
か
ら
百
姓
側
の
要
求
は
通
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
'
次
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡
箕
輪
村
で
は
､

一
般
百
姓
が
所
持
地
を
他
村
の
者
に
質
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た

(
こ
れ
が
､
村
法
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
の
か
､
名
主
が
質
地
証
文
へ
の
加
印
を
拒
否
す
る
た
め
に
実
際
上
で
き
な
か
っ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
)
が
､
こ
の
こ
と
は
､
名
主
が
独
占
的
に
村
民
の
土
地
を
質
に
取
り
'
そ
れ
を
他
村
の
者
に
よ
り
高
値
で
質
入
れ
し

て
､
そ
の
差
額
を
儲
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
た
｡
し
か
し
'
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
名
主
が
敗
北
し
'
以
後
は

一
般
百
姓
が
直
接
他
村

の
者
に
土
地
を
質
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

第
四
節

他
の
村
々
の
場
合

本
節
で
は
'
さ
ら
に
他
の
村
々
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
｡
ま
ず
'
史
料
を
掲
げ
よ
う
｡

(48
)

史
料
14(冊

･
表
紙
)

｢
封

酎

ハ乙酉年

田
地
定
吉
蓮
印
帳

正
月
十
七
日

名
主

t

極

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波

速)



史
料
館
研
究
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要

第
二
一
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定

一

田
畑
林
草
野
他
村
江
一
切
売
出
中
間
敷
候
｡
村
二
両
売
買
可
申
候
｡
若
村
二
而
買
入
無
之
欺
又
者
無
拠
訳
二
而
他
村
江
売
皮
節
名
主

元
江
申
出
村
中
相
談
ヲ
証
文
認
受
人
相
立
裏
印
致
可
申
候
｡
若
勝
手
次
第
二
売
払
又
者
受
入
二
為
朝
内
証
文
二
両
売
候
而
茂
高
廻
し
申

間
数
候
｡
依
之
此
度
取
究
候
二
付
若
勝
手
次
第
ノ
取
斗
致
候
人
々
時
之
役
人
急
皮
吟
味
可
申
候
｡
右
足
之
通
村
中
承
知
仕
依
之
蓮
印

仕
候
｡
然
上
着
心
得
遵
無
之
様
二
可
仕
候
｡
仇
而
如
件
｡

文
政
八
乙
酉
年
正
月
七
日

市

右

衛

門
⑳

(以
下
百
姓
9
名
､
年
寄
2
名
､

名
主
-
名
連
印
略
)

(49
)

史
料
15

一
札
之
事

1

当
村
方
之
儀
近
年
損
他
所
江
地
面
多
分
無
際
限
譲
渡
申
候
｡

1
体
不
宜
義
二
候
｡
村
内
之
者
作
り
地
所
二
差
支
箕
窮
者
必
定
二
俣
｡

然
ル
処
'
今
般
村
役
人
者
勿
論
其
外

1
同
立
会
相
談
之
上
'
以
来
者
決
而
損
二
他
所
江
地
面
出
シ
不
申
候
様
取
極
仕
候
｡
尤
質
地
流

地
分
欺
'
其
外
無
拠
訳
柄
二
御
座
候
而
相
譲
不
申
候
両
者
不
罷
成
儀
二
候
ハ
､
t.
此
段
早
々
申
出
､

一
同
評
義
之
上
御
取
計
可
被
下

候
.
其
外
損
二
相
譲
申
開
敷
候
｡
依
之
五
人
組
連
印
取
極
メ
儀
定

一
札
差
出
申
候
処
の
加
件
o

天
保
十

1
子
年
7
1月

五
人
組
頭

同

市
郎
左
衛
門
⑳



喜

之

助
⑳

同

利

右
衛

門
⑳

同

勝

之

助
⑳

当
村粥

紀

衆
中

(50
)

史
料
16
一

不
如
意

二
而
田
畑
ヲ
質
流
シ
ニ
致
シ
御
未
進
銀
ヲ
相
立
候
節
者
随
分
村
方
二
相
対
致
シ
万

一
他
村
へ
売
申
工
面
二
相
成
候
ハ
､
村

役
人
江
断
ヲ
立
其
上
相
対
可
申
事

(51
)

史
料
17
1

前
.-
申
農
家
ノ
冶
レ
ニ
及
プ
ハ
家
屋
敷
ヲ
失
フ
ヨ
リ
シ
テ
終
二
家
名
モ
絶
果
候
事
ナ
レ
バ
'
村
中
大
小
卜
無
ク

1
統
竪
ク
議
定
イ

タ
シ
'
響
如
何
様
ナ
ル
儀
ニ
テ
モ
家
屋
敷
ヲ
質
入
イ
タ
シ
金
銀
借
用
ハ
成
ラ
ヌ
事
二
取
極
'
若
御
上
納
辻
村
方
諸
投
銭
者
勿
論
其
外

ニ
チ
モ
無
拠
子
細
等
ニ
テ
金
銀
入
用
出
来
候
節
'
田
畑
等
所
持
之
者
ハ
無
余
儀
事
故
組
合
親
類
相
談
之
上
村
役
人
方
へ
中
山
候
ハ
ゝ
'

長
百
姓
立
会
篤
卜
始
末
相
礼
実
以
調
金
無
之
候
テ
ハ
難
成
筋
二
候

ハ
～
'
村
方
ニ
テ
相
当
之
代
金
ヲ
以
家
ニ
チ
モ
屋
敷

ニ
テ
モ
質
地

二
引
取
､
右
揚
金
ノ
儀
者
元
代
金
拾
両
二
付
金
壱
分
宛
卜
相
定
'
年
々
村
方

へ
為
差
出
元
金
出
来
之
節
ハ
'
何
ヶ
年
相
過
候
共
返
シ

可
退
取
極

ニ
イ
タ
シ
候
ハ
～
､
卿
之
損
金
故
自
分
所
持
モ
同
様
ニ
テ
家
屋
敷
ヲ
失
フ
ト
申
事

ハ
永
々
有
之
間
数
存
候
事

やす
みど

史
料

14
は
信
濃
国
諏
訪
郡

休

戸

村

の
文
政
八
年

一
月
の
村
中
連
印
に
よ
る
村
議
定
で
あ
る
｡
同
村
は
高
島
藩
領
で
'

｢天
保
郷
帳
｣
で

は
村
高
三
三
石
七
斗
三
升

一
合
で
あ
っ
た
｡
史
料

14
で
は
､
村
の
田
畑
､
林
'
草
野
は
村
の
中
で
売
買
す
べ
き
で
あ
り
'
他
村
の
者
へ
一

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
休

(渡
過
)

仝



史
料
館
研
究
紀
要

第
l
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号

八二

切
売
っ
て
は
な
ら
な
い
､
も
し
村
内
に
買
い
手
が
な
い
か
､
ま
た
は
や
む
を
得
な
い
理
由
で
他
村
の
者
へ
売
り
た
.い
時
に
は
'
名
主
に
申

(52
)

し
出
て
'
村
中
相
談
の
上
で
証
文
を
作
成
す
る
'
も
し
勝
手
に
､
ま
た
は
内
々
に
他
村
へ
売
っ
た
場
合
に
は
高
廻
し

し
な
い
t
と
い
う
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
｡

史
料
15
は
､
武
蔵
国
荏
原
郡
太
子
堂
村
の
天
保

1
1
年
二
月
の
村
議
定
で
あ
る
｡
同
村
は
村
高
三
八
石
余
'
化
政
期
以
降
'
幕
領
､
彦

根
藩
領
'
八
王
子
千
人
同
心
頭
志
村
氏
知
行
の
三
給
入
会
で
あ
っ
た
｡
史
料
15
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
太
子
堂
村
で
は
'

近
年
他
村
へ
の
土
地
譲
渡

(実
際
は
売
却
で
あ
ろ
う
)
が
多
-
な
っ
て
い
る
が
'
村
内
の
者
が
耕
作
す
る
土
地
に
差
支
え
貧
窮
化
す
る
の

で
'
宜
し
く
な
い
｡
そ
こ
で
今
般
村
役
人
は
じ
め
村
民

一
同
相
談
の
上
､
以
来
決
し
て
み
だ
り
に
土
地
を
他
村
の
者
の
手
に
渡
さ
な
い
こ

と
を
取
り
決
め
た
｡
も
っ
と
も
'
質
流
れ
地
か
'
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
で
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
､

一
同
評
議
の

上
で
村
役
人
が
取
り
計
ら
う
｡
か

わ
ら

史
料
16
は
'
山
城
国
相
楽
郡
河

原

村

の
天
明
元
年

一
二
月
の
村
議
定
の
う
ち
の
一
条
で
あ
る
｡
同
村
は
禁
裏
御
料
で
'
村
高
は

｢元
禄

郷
帳
｣
で
五
六
二
石
余
で
あ
っ
た
｡
こ
の
村
議
定
は
､

｢村
中
評
定
之
上
｣
こ
れ
を
書
-
と
さ
れ
て
お
り
'
惣
百
姓
の
連
印
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
い
る
が
､
引
用
し
た
箇
条
で
は
､
田
畑
を
質
流
し
に
し
て
未
進
銀
を
上
納
す
る
よ
う
な
時
は
村
内
の
者
を
相
手
に
す
べ
き
で
あ

り
'
万

一
他
村
の
も
の
に
田
畑
を
売
る
よ
う
な
場
合
に
は
'
村
役
人
に
断
っ
た
上
で
他
村
の
者
と
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
t
と
さ
れ
て
い
る
｡

いのおか

史
料
17
は
'
下
総
国
埴
生
郡

飯

岡

村

の
嘉
永
五
年

1
月
の
村
議
定
の
う
ち
の
1
条
で
あ
る
｡
飯
岡
村
は
'
当
時
田
安
家
領
で
'
村
高
は

｢天
保
郷
帳
｣
で
二
四
七
石
余
で
あ
っ
た
｡
史
料
17
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡
農
家
の
断
絶
は
､
ま
ず
家
屋
敷
を
失
う
こ
と
か
ら

始
ま
る
｡
そ
こ
で
､
村
中
大
小
の
百
姓

一
統
が
堅
-
議
定
し
て
､
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
家
屋
敷
を
質
入
れ
し
な
い
こ
と
を
取
り
決

め
た
｡
も
し
､
年
貢
諸
役
'
村
役
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
で
金
銀
が
必
要
な
時
に
は
'
五
人
組
や
親
類
と
相
談
の
上
'
村
役
人
へ
申

し
出
れ
ば
'
長
百
姓
が
立
ち
会
っ
て
事
情
を
札
し
た
上
で
､
村
方
が
家
屋
敷
を
質
に
取
っ
て
金
を
貸
す
｡
利
率
は
年
二
･
五
%
と
低
利
に



定
め
､
質
入
れ
か
ら
何
年
た
と
う
と
元
金
が
で
き
た
時
点
で
家
屋
敷
を
返
す
｡
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
､
村
民
が
家
屋
敷
を
失
う
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
｡

以
上
四
か
村
の
事
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
､
惣
百
姓
が
議
定
を
結
ん
で
'
村
の
土
地
が
他
村
の
者
の
手
に
渡
る
の
を
防
ご
う
と
し
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
細
か
く
み
れ
ば
'

(
一
)
対
象
と
す
る
土
地
が
屋
敷
地
か
田
畑
か
'
ま
た
林
､
草
野
を
含
む
か
ど
う
か
､

(
二
)

他
村
の
者
へ
の
売
却
の
み
を
禁
じ
て
い
る
か
'
自
村
の
者
へ
の
質
入
れ
も
禁
じ
て
い
る
か
'

(三
)
譲
渡
'
売
却
､
流
地
を
禁
じ
て
質
入

れ
は
認
め
て
い
る
か
'
質
入
れ
も
禁
じ
て
い
る
か
t
な
ど
の
差
異
は
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
村
が
'
個
々
の
村
民
の
自
由
な
土
地
の
処
分
を

禁
止
し
'
村
議
定
で
定
め
ら
れ
た
規
制
の
範
囲
内
で
行
う
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
点
で
は
､
共
通
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

お

わ

リ

に

こ
こ
で
'
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

第

一
に
､
近
世
村
落
に
お
い
て
は
､
村
の
土
地
は
村
民
が
所
持
す
べ
き
で
あ
る
t
と
す
る
考
え
方
が
強
く
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
.
こ
の
こ
と
は
'
荒
廃
農
村
の
復
興
に
あ
た
っ
て
越
石
の
処
理
が
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
や
､
他
村
の
者
へ
の
土

地
の
質
入
れ
'
売
E且
な
ど
が
村
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
｡

そ
し
て
'
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
生
ま
れ
る
理
由
と
し
て
は
､

(
一
)
越
石
の
増
加
は
村
民
の
耕
地
､
屋
敷
地
の
減
少
を
意
味
し
'
そ

れ
は
個
々
の
村
民
の
没
落
'
潰
れ
'
ひ
い
て
は
村
落
共
同
体
全
体
の
解
体
に
つ
な
が
る
こ
と
'

(二
)
入
作
百
姓
に
は
共
同
体
規
制
が
十

分
に
及
ば
な
い
た
め
､
年
貢
諸
役
の
徴
収
に
支
障
を
来
す
こ
と
､
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
｡

第
二
に
'
村
の
土
地
を
村
民
が
所
持
す
る
と
い
う
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
方
向
性
と
し
て
は
､

(
1
)
越
石
田
地
を
琶
戻
し
'

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
休

(波
速
)

八三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
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号

八四

(二
)
村
の
土
地
を
こ
れ
以
上
他
村
に
流
出
さ
せ
な
い
t
と
い
う
二
側
面
が
あ
る
｡
そ
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て

'
(
一
)
に
つ
い
て
は
'

①
他
村
に
対
し
て
越
石
田
地
の
請
戻
し
訴
訟
を
行
う
'
②
村
民
が
越
石
田
地
請
戻
し
を
行
う
際
に
村
が
資
金
を
融
通
す
る
t
な
ど
の
こ
と

が
あ
る
｡
そ
し
て
'
他
村
へ
の
越
石
田
地
請
戻
し
訴
訟
の
場
合
に
は
'
村
が
訴
訟
の
主
体
と
な
り
'
村
の
金
を
用
い
て
'
元
の
所
持
者
に

関
係
な
-
請
戻
し
を
は
か
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
｡
ま
た
'

(二
)
に
つ
い
て
の
具
体
的
手
段
と
し
て
は
､
①
村
議
定
に
よ
っ
て

村
民
が
村
の
土
地
を
他
村
へ
質
入
れ
､
売
却
'
譲
渡
な
ど
す
る
こ
と
を
禁
じ
､
②
金
が
必
要
な
村
民
に
は
'
村
が
村
民
の
所
持
地
を
質
に

取
っ
て
金
を
貸
す
､
な
ど
の
こ
と
が
あ
る
｡

そ
し
て
'
こ
れ
ら
全
体
に
共
通
し
て
い
る
の
は
､
村
が
村
内
の
土
地
問
題
を
個
々
の
村
民
任
せ
に
せ
ず
'
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
与
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
'
村
の
土
地
は
村
民
が
所
持
す
る
と
い
う
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

第
三
に
､
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
在
り
方
は
､
惣
百
姓
'
と
り
わ
け
小
前
百
姓
の
所
持
地
確
保
､
回
復
要
求
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
土
地
問
題
に
関
す
る
村
議
定
が
い
ず
れ
も
惣
百
姓
の
合
意
の
う
え
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
､
な
か

で
も
南
生
実
村
の
場
合
に
は
小
前
百
姓
の
意
向
が
強
く
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
'
な
ど
か
ら
い
え
る
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
な
が

ら
'
他
方
で
箕
輪
村
の
例
の
よ
う
に
'
名
主
が
自
己
の
利
益
の
た
め
に
'
村
民
に
土
地
の
他
村
へ
の
質
入
れ
を
禁
じ
る
場
合
も
み
ら
れ
る
｡

第
四
に
'
村
の
土
地
を
村
外
に
流
出
さ
せ
な
い
と
い
う
村
側
の
姿
勢
は
ど
こ
ま
で
貫
徹
し
た
の
か
t
と
い
う
問
題
が
あ
る
｡
こ
れ
に
つ

い
て
は
､
福
俵
村
で
現
実
に
は
村
外
へ
の
土
地
流
出
が
進
み
､
ま
た
上
神
谷
豊
田
村
で
帳
簿
上
の
名
義
変
更
は
な
い
に
せ
よ
実
質
的
に
は

質
流
れ
が
認
め
ら
れ
て
お
り
､
さ
ら
に
休
戸
村
な
ど
の
村
議
定
で
は
'
他
村
へ
の
土
地
移
動
を
禁
じ
っ
つ
も
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
村

中
相
談
の
う
え
で
取
り
計
ら
う
と
さ
れ
て
､
他
村
へ
の
土
地
流
出
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
実
際
に
は

村
外
へ
の
土
地
の
流
出
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
'
仮
に
村
外
へ
の
土
地
流
出
が
防
げ
た
と
し
て
も
'

そ
れ
が
南
生
実
村
や
箕
輪
村
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
一
部
上
層
農
民
の
利
益
の
み
を
結
果
L
t
小
前
百
姓
に
は
か
え
っ
て
苦
痛
と
な
り
､
村



方
騒
動
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
っ
た
｡

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
'

一
八
世
紀
半
ば
以
降
の
農
村
に
お
い
て
は
､
村
々
の
間
で
出
入
作
関
係
が
広
範
に
展
開
し
て
い
く
と
い
う
趨

勢
と
､
個
別
百
姓
経
営
の
維
持
と
村
落
共
同
体
の
存
続
の
た
め
に
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
村
側
の
動
き
と
が
交
錯
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
｡
最
後
に
､
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
こ
点
あ
げ
て
お
き
た
い
｡

第

1
は
'
中
世
や
近
代
と
の
関
連
で
あ
る
.
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
福
田
ア
ジ
オ
氏
が
'
貞
和
二

(
二
二
四
六
)
年
の
近
江
菅
浦
の

惣
錠
が
菅
浦
外
へ
の
田
畑
の
売
買
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
'
ま
た
明
治
期
'
と
り
わ
け
中
期
以
降
の
村
規
約
の
中
に

｢
ム
ラ
の
領
域
内
の

(53
)

田
畑
は
ム
ラ
の
成
員
が
所
有
し
､
耕
作
す
べ
き
こ
と
を
規
定
｣
し
た
も
の
が
多
-
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
'

こ

の
問
題
は
､

今
後
中
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
村
の
性
格
を
総
合
的
に
考
え
て
い
-
中
で
t
よ
り
探
-
追
及
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

第
二
に
'
近
世
の
村
議
定
の
中
に
は
､
他
村
の
土
地
を
質
に
取

っ
た
り
'
譲
り
受
け
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
規
定
が
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
.
次
に
そ
の
1
例
と
し
て
'
天
明
七
年
八
月
の
河
内
国
丹
南
郡
北
野
田
村
の
式
目
帳
の
一
条
を
掲
げ
る
.

史
料
噸

)

一
他
村
之
田
畑
新
規
二
譲
り
請
中
間
鋪
事

但
し
､
質
物
■l取
置
'
無
拠
流
込
所
持
二
相
成
候
義
も
有
之
候
二
付
､
己
来
質
物
二
取
組
仕
間
敷
事

こ
う
し
た
規
定
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
事
例
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
｡

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(渡
遮
)

仝



(-
)

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

〔注
〕
岩
本
由
輝

｢共
同
体
｣

(
r歴
史
学
研
究
し
五
六

1
㌧

1
九
八
六

年
)
'
貝
塚
和
実

｢秩
父
山
地
に
お
け
る
幕
府
の
山
林
支
配
と
生

業
｣

(徳
川
林
政
史
研
究
所

r研
究
紀
要
J
二
三
㌧
一
九
八
九
年
)

な
ど
｡

拙
稿

｢近
世
村
落
共
同
体
に
関
す
る
一
考
察
｣

(
｢
歴
史
評
論
L

四
五

1
､

1
九
八
七
年
)
'
同

｢天
明
三
年
浅
間
山
大
噴
火
に
よ

る
被
災
村
落
の
復
興
過
程
｣

(
｢信
濃
し
三
九
-
二
㌧

一
九
八
七

年
)
'
同

｢信
州
諏
訪
郡
諸
相
に
お
け
る
村
借
に
つ
い
て
｣
(
『信

濃
Jl
四
〇
-
二
t

t
九
<
八
年
)
､
同

｢入
会
地
分
割
と
村
落
共

同
体
｣

(
｢人
民
の
歴
史
学
｣
九
八
㌧

一
九
八
八
年
)
0

丹
羽
邦
男

｢土
地
問
題
の
起
源
L

(平
凡
社
､

一
九
八
九
年
)
に

お
い
て
も
同
様
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
本
稿
の
以
下
の
行
論

も
'
同
書
の
主
張
と
重
な
る
部
分
が
多
い
｡

｢千
葉
市
史

史
料
編
3
じ

(
1
九
八
〇
年
'
以
下

r市
史
3
-J

と
暗
称
)

一
三
〇

(収
録
史
料
の
整
理
番
号
)
｡
以
下
t

r
千
葉

市
史

史
料
宿
し
か
ら
の
史
料
引
用
は
す
べ
て
整
理
番
号
で
示
す
｡

ま
た
'
以
下
の
記
述
は
同
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
｡
な
お
､

史
料
I
t
2
に
つ
い
て
は
､
須
田
茂

F幕
藩
制
社
会
解
体
期
の
研

究
.g

(国
書
刊
行
会
'

1
九
八
五
年
)
九
九
ペ
ー
ジ
以
下
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

r市
史
3
｣

二
三

｡

F市
史
3
』
に
は
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
｡

Bh
E

(12
)

(13
)

(14
)
(15
)

(16
)

(17
)

(18
)

璽

｢米
式
斗
徳
｣
の
意
味
は
不
明
で
あ
る

｡

｢蔵
前
｣
へ
引
取
る
と
は
'
村
方
へ
引
取
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
O｢市
史
3
｣

三

三
｡
な
お
､
文
化

二
二
年

二
一月
は
史
料
I
と

史
料
2
が
作
ら
れ
た
時
期
の
中
間
に
あ
た
り
'
史
料
2
で
明
文
化

さ
れ
た
内
容
が
先
取
り
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
｡

r市
史
3
』

I
三
三
O

天
保
二
年
二
月

｢永
代
取
極
村
法
儀
定
書
之
事
｣
'
宍
倉
輝
吉
氏

所
蔵
｡
な
お
'
同
氏
所
蔵
文
書
の
目
録
は
コ
巾
史
3
-!
四
二
〇
ペ
ー

ジ
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

天
保
四
年
二
月

｢永
代
取
極
村
法
儀
定
吉
之
事
｣
'
宍
倉
輝
吉
氏

所
蔵
｡

金
銀
会
所
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
'
南
生
実
村
ま
た
は
周
辺

村
に
設
け
ら
れ
た
貧
農
救
済
の
た
め
の
金
融
機
関
で
あ
ろ
う
か
｡

r市
史
3
.!
1
四
五
｡

｢市
史
3
』

一
四
六
｡

｢市
史
3
｣

一
四
七
｡

｢市
史
3
｣

一
四
八
㌧

一
四
九
｡

篠
崎
弥
兵
衛
分
田
地
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
｡
篠
崎
弥
兵

衛
の
拠
出
金
三
〇
〇
両
で
購
入
し
た
田
地
の
う
ち
'
篠
崎
家
に
徳

米
二
〇
俵
を
差
し
出
す
べ
き
田
地
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
｡

｢市
史
3
｣

一
五
〇
㌧
お
よ
び
嘉
永
六
年
五
月

｢御
用
日
記
留
｣
'

慶
鷹
義
塾
大
学
古
文
書
室
所
蔵
｡



(19
)

(23
)

(24
)
(25
)

(26
)

(27
)

(28
)

(29
)

(30
)

(31
)

(32
)

F千
葉
市
史

史
料
編
4
｣

(
一
九
八
三
年
'
以
下

｢市
史
4
｣

と
暗
称
)
九
｡
本
章
の
記
述
は
同
書
､
と
り
わ
け
渡
辺
孝
雄
氏
の

解
説

｢千
葉
市
域
に
お
け
る
生
実
藩
領
村
々
の
動
向
｣
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
｡

F市
史
4
』
七
｡

F市
史
4
｣
八
｡
同
書
に
は
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

大
金
沢
村
は
､
小
金
沢
村
'
中
西
村
､
茂
呂
村
､
落
井
村
､
富
岡

村
と
と
も
に
椎
名
上
郷
と
い
う
地
域
的
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い

た
｡
下
郷
と
は
椎
名
下
郷
の
こ
と
で
'
谷
津
村
'
駒
崎
村
'
刈
田
子
村

の
三
か
村
を
含
む
地
域
的
ま
と
ま
り
を
意
味
し
て
い
る
｡

F市
史
4
し

一
一
｡

F市
史
4
｣

一
二
｡

文
政

二

年

1
二
月

｢御
用
留

十
番
｣
'
森
田
毅
氏
所
蔵
｡
同

氏
所
成
文
苔
の
目
録
は
､

r市
史
4
｣
二
二
五
ペ
ー
ジ
以
下
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
｡

渡
辺
孝
雄

｢千
葉
市
域
に
お
け
る
生
実
藩
領
村
々
の
動
向
｣

(前

(33
)

(34
)

(35
)

(36
)

(37
)

描
)
o

F市
史
4
｣

『市
史
4
L

F市
史
4
L

F市
史
4
｣

｢市
史
4
｣

(42
)

農
民
的
土
地
所
持
と
村
落
共
同
体

(波
速
)

｢市
史
4
｣
九
六
｡

嘉
永
二
年
正
月

｢御
用
留

壱
番
｣
'
森
田
毅
氏
所
蔵
｡

｢市
史
4
J
九
七
｡

史
料
6
に
よ
れ
ば
'
文
政
年
間
以
前
か
ら
請
戻
し
の
掛
け
合
い
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

嘉
永
七
年
九
月

｢
(押
沼
村
よ
り
質
流
地
受
戻
し
掛
合

1
件
に
つ

き
済
口
証
文
控
)｣
'
お
よ
び
年
欠

｢
口
上
書
を
以
車
内
願
候
｣
'

い
ず
れ
も
森
田
毅
氏
所
蔵
｡
な
お
'
同
史
料
は

r市
史
4
J
の
目

録
で
は
嘉
永
二
年
か
と
年
代
推
定
さ
れ
て
い
る
が
､
嘉
永
七
年
の

も
の
で
あ
る
｡

F市
史
4
｣

二
二
七
∧

2
>
｡

小
谷
家
文
昏
三
二
-
s

I
三
E
l〇
八
｡
小
谷
家
文
雷
は
現
在
国
文

学
研
究
資
料
館
史
料

館に
所
成
さ
れ
て
お
り
へ

r史
料
館
所
蔵
史

料
目
録
J
第
三
六
集

(
一
九
八
二
年
)
と
し
て
日
銀
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
｡
本
稿
で
は
小
谷
家
文
書
を
用
い
る
場
合
に
は
'
す
べ
て

同
目
録
所
載
の
史
料
整
理
番
号
に
よ
っ
て
典
拠
を
示
す
｡

小
谷
家
文
書
三
二
I
S
-
三
四
〇
九
に
よ
れ
ば
'
畑
地
と
は
畑

1

般
で
は
な
く
'
新
開

畑
のこ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
｡

越
年
責
と
は
'
豊
田
村
の
百
姓
A
が
他
村
の
百
姓
B
に
土
地
を
質

入
れ
し
て
流
地
に
な
っ
た
場
合
'
そ
の
土
地
に
か
か
る
年
式
を
B

が
直
接
豊
田
村
の
村
役
人
に
納
め
る
の
で
は
な
く
t
B
は
A
に
納

め
､
A
か
ら
豊
田
村
村
役
人
に
納
め
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
｡

三
二
-
s
I
二
六
七
二
､
三
四
〇
九
'
三
四
一
〇
｡

困



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

(43
)
天
明
二
年

一
二
月

｢乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
｣
'
千
葉
県
東
金

市
福
俵
区
所
蔵
｡
福
俵
区
有
文
書
に
つ
い
て
は
房
総
史
料
調
査
会

に
よ
る
整
理
t
DE
録
作
成

(未
刊
行
)
が
な
さ
れ
て
お
り
'
本
節

の
記
述
は
同
調
査
会
の
調
査
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
｡
な

お
同
史
料
は

｢東
金
市
史

史
料
編
二
｣

(
一
九
七
八
年
)
の
六

四
二
ペ
ー
ジ
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
'
同
書
で
は
書
き
下
し

文
に
な
っ
て
い
る
た
め
'
本
稿
で
の
引
用
は
原
史
料
に
拠
っ
た
｡

(44
)
｢質
地
二
売
渡
｣
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
'
他
の
史
料
で
は

｢質

地
等
二
差
出
｣

(天
明
三
年

｢乍
恐
口
上
書
を
以
返
答
奉
中
上

候
｣
'
福
俵
区
所
蔵
)
'

｢田
地
譲
渡
｣

(天
明
三
年
九
月

｢上

総
国
山
辺
郡
福
俵
村
出
入
御
裁
許
御
請
書
写
｣
､
同
前
)
な
ど
と

表
現
さ
れ
て
お
り
'
質
入
れ
'
売
却
'
譲
渡
の
い
ず
れ
も
禁
止
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡

(
45

)

根
岸
家
文
書
二
〇
九
八
㌧
埼
玉
県
立
文
書
館
に
寄
託
｡
同
文
書
の

目
録
は
'

r武
蔵
国
大
里
郡
甲
山
村
根
岸
家
文
書
目
録
JL
(埼
玉

県
立
図
書
館
､

1
九
六
七
年
)
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
､
本
稿

で
同
文
書
を
用
い
る
場
合
に
は
'
同
目
録
所
載
の
史
料
番
号
で
示

す
｡

(46
)
根
岸
家
文
書
二
一
四
六
｡

ヽヽ′′

(47
)
根
岸
家
文
書
二
九

一
三
｡

(48
)
文
政
八
年
正
月

｢田
地
定
書
蓮
印
帳
｣
'
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見

町
休
戸
区
所
蔵
｡
な
お
'
同
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
冨
善

1
敏

氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
｡
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
｡

(49
)
森
安
彦

r幕
藩
制
国
家
の
基
礎
構
造
｣

(吉
川
弘
文
館
'

1
九
八

一
年
)
五
四
四
ペ
ー
ジ
｡

(50
)
前
田
正
治

｢
日
本
近
世
村
法
の
研
究
し

(有
斐
閣
t
l
九
五
〇
年
)

附
録
村
法
集
三
一
四
ペ
ー
ジ
以
下
｡

(51
)

｢成
田
市
史
近
世
編
史
料
集
四
下

村
政
Ⅱ
｣

(
一
九
七
七
年
)

四
一
七
ペ
ー
ジ
以
下
｡
な
お
'
同
史
料
は
須
田
茂
前
掲
書
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

(52
)
高
廻
し
と
は
､
村
役
人
が
帳
簿
上
の
記
載
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
'
村
に
お
い
て
土
地
の
移
動
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
｡

(5
)
福
田
ア
ジ
オ

r
日
本
村
落
の
民
俗
的
構
造
し

(弘
文
堂
､

1
九
八

二
年
)
五

1
ペ
ー
ジ
以
下
｡
た
だ
し
､
福
田
氏
は
'
近
世
に
お
い

て
は

｢土
地
の
売
買
に
つ
い
て
村
な
り
ム
ラ
で
制
限
を
加
え
る
こ

と
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
｡
｣
と
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
が
誤
り
で

あ
る
こ
と
は
本
稿
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
O

(5
)

r堺
市
史

続
編
第
四
巻
｣
(
一
九
七
三
年
)
八
四
ペ
ー
ジ
以
下
.

(付
記
)
本
稿
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
'
千
葉
市
史
編
さ
ん
室
の
今
井
公
子
氏
と
房
総
史
料
調
査
会
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
｡
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡




